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序

　本書は、国道２５４号川内交差点改良事業を進めるにあたり、埋蔵文化財保護を目的

として発掘調査が行われた高崎市の吉井川下宿遺跡の調査報告書です。　

　この遺跡の発掘調査は群馬県藤岡土木事務所の委託を受け、公益財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団が平成２１年度に実施し、平成２４年度に群馬県高崎土木事務所の委

託を受けて整理事業を実施しました。この遺跡は高崎市吉井町にあり、国道２５４号か

ら分岐して高崎市街地へ至る交通の要所である川内交差点に隣接する位置にありま

す。高崎から富岡・下仁田へ鏑川沿いに西へ進み長野県へ至るルートは古代からの重

要な交通路で、遺跡周辺は江戸時代には中山道の脇往還「下仁田道」の吉井宿入口にあ

たりました。江戸時代には当地の名産品である火
ひ う ち

打金
かね

を生産した鍛冶のあったことも

知られています。発掘調査では火打金生産に関わる鍛冶の痕跡の他に「下仁田道」の路

面も現れ、地域の江戸時代研究に新たな知見を提供するものとなりました。地域の近

世史をひも解く資料として、また郷土理解の教材として活用していただけたら幸甚で

す。

　発掘調査から本書刊行に至るまでには、群馬県藤岡土木事務所・高崎土木事務所、

群馬県教育委員会文化財保護課、高崎市教育委員会をはじめとする関係機関、および

地元の皆さまから多大なご協力を賜りました。ここに心から感謝の意を表し、序とい

たします。

　平成２５年３月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 　 　 須 田 榮 一 





例　言

１　本書は、平成２１年度国道２５４号（川内交差点）地域活力基盤創造交付金事業に伴い発掘調査が実施され、平成２４年度

社会資本総合整備（地域自主戦略（公安））事業一般国道２５４号川内工区に伴い整理事業を行った吉井川下宿遺跡の調査

報告書である。

２　吉井川下宿遺跡は群馬県高崎市吉井町吉井川４１２－８、４１２－９、４１２－１０、４１４－１、４１４－４、４１４－５、４１４－８、

４１４－９番地に所在する。

３　事業主体　群馬県西部県民局藤岡土木事務所（調査）

　　　　　　　群馬県西部県民局高崎土木事務所（整理）

４　調査主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

５　調査期間　平成２２年（２０１０年）　１月１日～平成２２年（２０１０年）１月３１日

　　（履行期間）平成２１年（２００9年）１２月１日～平成２２年（２０１０年）３月３１日

６　整理期間　平成２４年（２０１２年）１１月１日～平成２５年（２０１３年）１月３１日

　　（履行期間）平成２４年（２０１２年）１１月１日～平成２５年（２０１３年）３月３１日

７　発掘調査体制は次のとおりである。

　　　発掘調査担当　飯田陽一（上席専門員）

　　　掘削請負　株式会社　シン技術コンサル

　　　地上測量委託　アコン測量設計株式会社

８　整理事業体制は次の通りである。

　　　整理担当　大西雅広（上席専門員）

　　　保存処理：関邦一（係長（総括））　遺物写真撮影：佐藤元彦（係長（総括））

９　本書作成の担当者は次のとおりである。

　　　編集　大西雅広　

　　　執筆　本文　大西雅広（第Ⅲ章）　　左記以外　飯田陽一

　　　遺物観察表　土師器：桜岡正信（上席専門員）、石製品・陶磁器：大西雅広、金属製品：関邦一が担当した。

１０　発掘調査および報告書作成には、群馬県教育委員会、高崎市教育委員会、吉井郷土資料館、高崎土木事務所、藤岡

土木事務所、群馬県立文書館、公益財団法人三井文庫からご指導ご協力を頂いた。

１１　発掘調査資料および出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。



凡　例

１　本報告書における座標値は世界測地系Ⅸ系による。

２　挿図中に示す方位記号は座標上の北を示している。なお、真北方向角は０°３４’４４”である。

３　本文および一覧表の方位表記については、例としてＮ－４５°Ｅとあるのは座標北より４５度東側に振れていることを

示している。

４　グリッドおよび座標値の表記方法については本文２頁に記した。

住居の面積は、１／３０打ち出し図上で住居壁下端ラインをデジタルプラニメーターで３回計測した数値の平均値である。

壁溝のない住居では床面積と一致し、壁溝のある住居では床面に壁溝部分を加えた面積となっている。

５　遺構番号については、発掘調査時の名称を原則として踏襲した。このため、調査段階での欠番に加え、整理作業段

階での読み替えや削除などが重なって欠番を生じている。整理段階で番号を加えた遺構があるが、欠番を埋めずに新

たな続き番号を設定した。

６　遺構および遺物図の縮率はそれぞれの挿図中のスケールに示した。同一ページ内の遺物実測図で異なる縮率の図が

混在する場合は、図中スケールに該当しない遺物番号に縮率を（分数）で加えて表示した。

７　住居や土坑・ピット等の計測表「長×短×深」は「長径×短径×床面（確認面）からの深さ」を意味する。

８　遺構図の縮率は下記の基準を原則とした。

　　　竪穴住居・井戸・掘立柱建物１：６０　住居カマドの詳細図１：３０　

　　　道１：２００　断面１：４０　道脇のピット列１：５０

　　　鍛冶遺構・ピット・土坑１：４０　鍛冶遺構の断面１：２０

　　　方形周溝遺構１：１００　同溝断面１：５０　溝１：５０

９　遺物図の縮率は下記の基準を原則とした。遺物写真もおおむね図の縮率に沿うようにした。

　　　古墳時代の土器１：３、羽口１：４

　　　陶磁器類　碗皿等小型品１：３、鉢・すり鉢・焙烙等大型品１：４　

　　　石製品　砥石１：２、石造品１：４、金属製品１：２、古銭の拓影のみ１：１　

１０　本文中にある火山噴出物の標記は以下のとおりである。

　　　Ａｓ－Ａ：浅間山Ａ軽石　　　１７８３年（天明３年）

　　　　　　Ａｓ－Ｂ：浅間山Ｂ軽石　　　１１０８年（天仁元年）

　　　　　　Ｈｒ－ＦＰ：榛名山二ッ岳軽石　　６世紀中頃

　　　　　　Ｈｒ－ＦＡ：榛名山二ッ岳火山灰　６世紀初頭

　　　　　　Ａｓ－Ｃ ：浅間山Ｃ軽石　　　４世紀初頭

　　　　　　Ａｓ－ＹＰ：浅間山板鼻パミス　　１．３万年前頃　（遺構埋没土の土層説明の項ではＹＰと略す）

１１　遺物観察表は巻末に一括して掲載した。観察表中の略語は以下のとおりである。

口→口縁上端径　底→底径および陶磁器高台の下端径　頸→頸部外径　胴→胴部最大径　高→器高　長→長さ　厚→

厚さ　重→重さ　　復元値には（　）を、残存値には〔　〕をつけて区別した。

　また、胎土観察における砂粒の表現でおおむね２㎜未満を細砂粒、２㎜以上を粗砂粒とした。色調は『新版標準土

色帖』による。
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ＰＬ－１　遺跡全景
①　遺跡東側全景（南西から）
②　遺跡西側全景（北西から）

ＰＬ－２　方形周溝遺構
①　１号方形周溝遺構全景（南西から）
②　１号方形周溝遺構東側周溝（北西から）
③　１号方形周溝遺構東側周溝内土坑状施設断面（北西から）
④　１号方形周溝遺構北側周溝（南西から）
⑤　１号方形周溝遺構周溝断面（北西から）

ＰＬ－３　１号住居（１）
①　１号住居全景（西から）
②　１号住居上面遺物出土状態（西から）
③　１号住居上面土層断面（南西から）
④　１号住居下面上層断面（南西から）
⑤　１号住居貯蔵穴断面（南から）
⑥　１号住居貯蔵穴遺物出土状態（西から）
⑦　１号住居Ｐ１土層断面（南から）
⑧　１号住居Ｐ４完掘状態（西から）

ＰＬ－４　１号住居（２）・２号住居
①　１号住居カマド袖元部（南から）
②　１号住居カマド周辺遺物出土状態（東から）
③　１号住居断面（西から）
④　１号住居カマド断面（南から）
⑤　１号住居カマド東脇遺物出土状態（東から）
⑥　２号住居全景（南から）
⑦　２号住居断面（南から）
⑧　２号住居Ｐ１断面（北から）

ＰＬ－５　古代の土坑・１号道路（１）
①　３号土坑全景（南東から）
②　４号土坑全景（東から）
③　５号土坑全景（北西から）
④　６号（右）・ ７号（左）土坑全景（北西から）
⑤　１号道路上面全景（北東から）
⑥　１号道路下面全景（北東から）

ＰＬ－６　１号道路（２）
①　１号道路全景（西から）
②　１号道路南側溝断面（北東から）
③　１号道路南側溝内遺物出土状態（西から）
④　１号道路南側溝遺物出土状態（西から）
⑤　１号道路北側溝と柱列（北東から）
⑥　１号道路北側溝断面（北東から）
⑦　１号道路北側溝断面（北東から）

ＰＬ－７　１号道路（３）
①　１号道路東側断面（北東から）
②　１号道路南側断面（北西から）
③　１号道路下面路面（東から）
④　１号道路下面路面（東から）
⑤　１号道路溝脇掘り込み群（北東から）

ＰＬ－８　１号井戸・建物
①　１号井戸全景（北東から）
②　１号井戸断面（北から）
③　１号井戸遺物出土状態（南東から）
④　１号井戸底面付近断面（北から）
⑤　１号井戸遺物出土状態（北西から）
⑥　１号井戸再建部断面（西から）
⑦　１号礎石建物全景（東から）
⑧　３号掘立柱建物全景（東から）

ＰＬ－９　ピット列・建物・ピット
①　１号ピットＰ１全景（北から）

②　１号ピットＰ２全景（北から）
③　１号ピットＰ４全景（北から）
④　１号ピットＰ７全景（北から）
⑤　３号掘立柱建物Ｐ８全景（南から）
⑥　３号掘立柱建物Ｐ９全景（南から）
⑦　３号掘立柱建物Ｐ１０全景（南から）
⑧　３号掘立柱建物Ｐ１０断面（東から）
⑨　３号掘立柱建物Ｐ１１全景（南から）
⑩　３号掘立柱建物Ｐ１１断面（南から）
⑪　３号掘立柱建物Ｐ１２全景（南から）
⑫　３号掘立柱建物Ｐ１３全景（南から）
⑬　２号掘立柱建物Ｐ１４全景（南西から）
⑭　２号掘立柱建物Ｐ１５全景（南東から）
⑮　２号掘立柱建物Ｐ１６全景（南から）

ＰＬ－１０　鍛冶遺構（１）
①　鍛冶遺構群全景（東から）
②　１・ ２号鍛冶確認状態（東から）
③　１号鍛冶全景（北から）
④　１号鍛冶焼土断面（西から）

ＰＬ－１１　鍛冶遺構（２）
①　１号鍛冶ピット上層断面（西から）
②　１号鍛冶ピット下層断面（西から）
③　２号鍛冶全景（東から）
④　２号鍛冶焼土断面（東から）
⑤　２号鍛冶ピット断面（西から）
⑥　２号鍛冶ピット全景（北から）
⑦　３号鍛冶焼土断面（南から）
⑧　３号鍛冶ピット断面（南から）

ＰＬ－１２　近世以降の土坑
①　１号土坑全景（北から）
②　８号土坑全景（東から）
③　９号土坑全景（西から）
④　土坑集中地点Ａ全景（南から）
⑤　１２号土坑全景（西から）
⑥　２５号土坑断面（西から）
⑦　土坑集中地点Ｂ全景（南から）
⑧　土坑集中地点Ｃ全景（西から）
⑨　１８号土坑断面（東から）
⑩　１9号土坑断面（南から）
⑪　２０号土坑断面（北から）
⑫　２３号土坑全景（西から）
⑬　２４号土坑断面（南から）
⑭　３１号土坑全景（南東から）
⑮　３３号土坑断面（北から）

ＰＬ－１３　溝・列石・畑
①　５号溝全景（北から）
②　５号溝断面（南から）
③　１号列石全景（北西から）
④　北西隅土層（南から）
⑤　畑全景（東から）

ＰＬ－１４　出土遺物（住居・道）
ＰＬ－１５　出土遺物（井戸（１））
ＰＬ－１６　出土遺物（井戸（２））
ＰＬ－１７　出土遺物（井戸（３）・土坑（１））
ＰＬ－１８　出土遺物（土坑（２）・溝・石垣・その他（１））
ＰＬ－１9　出土遺物（その他（２））
ＰＬ－２０　鍛冶関連遺物





吉井川下宿遺跡吉井川下宿遺跡

川内交差点川内交差点

０ 200ｍ１:5,000０ 200ｍ１:5,000

第Ⅰ章　発掘調査と遺跡の概要

　１　調査に至る経緯と経過

　国道２５４号線は、東京都文京区本郷で国道１７号線から

分岐し、途中埼玉県・群馬県を通過し長野県松本市へ至

る総距離２２３．６㎞の一般国道である。江戸時代、中山道

の脇往還として頻繁に利用された道（下仁田道：姫街道

とも呼ばれた）で、現在でも下仁田街道、埼玉県下では

川越街道などの呼び名がある。

　群馬県内の国道２５４号線は富岡市から旧多野郡吉井町

（現在の高崎市吉井町）間で現道の北側にバイパス建設が

実施され、これまでに西側より下仁田バイパス・富岡バ

イパスが完成している。甘楽吉井バイパスも部分的に開

通しているが、本遺跡のある吉井町中心部付近では未完

成である。

　川内交差点は国道２５４号線から一般県道７１号線（高崎・

吉井線）が北側へ分岐して高崎市街地へ向かう三叉路で

ある。この交差点の改良工事は渋滞緩和のための右折車

線建設と歩行者用通路建設を目的としたものである。

　工事計画に伴い平成１9年２月１３日と平成２１年８月１８日

の２回、群馬県教育委員会文化財保護課が試掘トレンチ

調査を実施し、天明三年（１７８３）の浅間山噴火に伴う降下

軽石（Ａｓ－Ａ）で埋め戻された鉄滓混じりの大型遺構や近世

の溝等を確認した。付近は江戸時代下仁田道の吉井宿入

口にあたる。この宿の火打金は江戸の町へも知れ渡っ

た名産品であったが、この火打金造りを行った鍛冶屋が

あったと伝えられる地点であった。江戸時代を主な対象

とするが周辺は古墳時代以降の包蔵地が存在することか

ら発掘調査が必要と判断された。

　平成２１年１１月２７日、群馬県教育委員会文化財保護課の

調整を元に群馬県藤岡土木事務所より財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団が委託を受け、平成２１年１２月１日「国

道２５４号線（川内交差点）地域活力基盤創造交付金事業に

伴う埋蔵文化財の発掘調査委託」の契約を締結した。こ

れにより平成２２年１月１日より同年１月３１日までの期間

第１図　吉井川下宿遺跡の位置（旧吉井町都市計画図１８　１：２５００を縮小して使用）
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　２　整理作業の経緯と方法

（１）経緯

　吉井川下宿遺跡出土遺物の水洗・注記および調査記録

類の基本整理作業等は発掘調査を行った平成２１年度中に

調査事務所等にて完了し、群馬県埋蔵文化財調査事業団

に保管されていた。

　整理事業は平成２４年度社会資本総合整備（地域自主戦

略（公安））事業一般国道２５４号線川内工区の埋蔵文化財整

理業務として群馬県教育委員会文化財保護課の調整を元

に平成２４年１０月３１日群馬県高崎土木事務所と公益財団法

人群馬県埋蔵文化財調査事業団の間で委託契約を締結し

た。これにより平成２４年１１月１日から平成２５年１月３１日

までの期間に実施することとなった。

（２）方法

　発掘調査では国家座標に基づいた測量図を作成した

が、本報告書では座標値の下３桁を使った表示を行って

いる。なお、発掘調査時にグリッド設定は行っていない

が、整理作業の中で第２図のように１ｍ方眼を用い、方

眼の南東隅を座標値交点で読むようにして、グリッドと

して遺構の地点標記を行った。

　例示すると、本文中や一覧表などで「３７５－６０５」が示す

のは図の斜線部分である。

発掘調査成果である遺構図面・写真類はデジタルデータ

で整理作業に引き渡し、そのままデジタル編集作業を

行った。

　遺物は接合作業後実測個体を選別し、復元・撮影・実

測作業を行った。一部小破片では撮影を省いた個体があ

る。土師器１４点、陶磁器類１０３点、羽口１７点、石製品１１点、

金属製品３０点、古銭１３点を図化した。アナログトレース

や採拓後デジタルデータに変換し、遺構図と同様のデジ

タル版作成を行った。

　鉄滓類は洗浄後重量で約７０㎏の出土があり、井戸出土

品６１㎏を中心に分類・集計作業後、報告書取り上げ個体

を選別して写真撮影を行った。鍛冶遺構付随ピット内か

ら取り上げた土壌は約１２４㎏あった。これらをサンプル

的に水洗し、微細遺物の抽出、鍛造剥片など磁着物選別・

集計等を行ない検討資料とした。

　金属製品はクリーニング作業後実測・写真撮影を行い、

収納前に保存処理を施した。

に、調査面積１１７9㎡の発掘調査を実施することとなった。

　発掘調査は１月４日より（以下すべて１月）資材等の搬

入を行い、６日から重機による掘削を開始した。調査区

は国道脇の東西に長い地形で、掘削表土の搬出ができな

いため、東側から表土を剥ぎ一旦西側へ仮置きし次に西

側の調査へ移る「打って返し」を行った。

　東側ではＡｓ－Ａ下の道跡などがすぐに確認され軽石堆積

のない場所でも、この面を目安に表土剥ぎを行った。中

央付近では軽石を廃棄した大型の井戸内から鍛冶関連の

遺物が多量に出土した。

　　２２日には高所作業車による全景撮影を行い東側から中

央部の調査を終了し、西側調査へ移行した。西側からは

鍛冶工房の痕跡や古墳時代住居などが確認され発掘作業

は３０日までかかったが、重機による埋戻し作業を行い、

調査を終了した。

第２図　グリッド設定模式図

第Ⅰ章　発掘調査と遺跡の概要
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烏川

吉井川下宿遺跡

　３　遺跡の立地と周辺の遺跡

（１）　遺跡の立地　

　吉井川下宿遺跡のある群馬県高崎市吉井町（明治１５年

川内村と吉井村が合併して成立、平成２１年高崎市と合併。

本文中では旧吉井町と呼称）は、関東平野の北西隅・群

馬県南西部に位置する。北東側を高崎市、南側を藤岡市、

西側を甘楽町・富岡市と接している。町のほぼ中央部に

下仁田町と長野県佐久市の境界付近にある物見山を源と

する延長５８．８ｋｍ、流域面積６３２㎢の利根川水系一級河川

の鏑川が西から東へ流れ、高崎市内で利根川一次支流の

烏川に合流している。

　鏑川流域は古くから「甘楽の谷」「鏑の谷」と称されて

きた地域である。流域を西側に進めば内山峠を経て長野

県佐久市に至る、中部地方と関東地方を結ぶ重要な交通

路であった。現在は鏑川に沿って上信電鉄が高崎－下仁

田間を結び、東京文京区と長野県松本市を結ぶ国道２５４

号線も甘楽の谷域では鏑川に沿っている。上信越自動車

道は鏑川南の丘陵北隅に作られている。

　鏑川流域は西側に隣接する富岡市街から甘楽郡甘楽

町、本遺跡のある旧吉井町にかけて、広く富岡層群と呼

ばれる第三紀中新世の海成層を基盤としている。旧吉井

町市街地と周辺は北側にある丘陵地から続く富岡層群中

の吉井層と呼ばれる泥岩・砂岩層を主体とする面にある。

鏑川の作る段丘は左右対称とならず、左岸北側では下位

段丘が崖線を隔て丘陵地形に接している。東西に繋がる

平坦なこの丘陵地は観音山丘陵と呼ばれている。

　旧吉井町から西側にある甘楽町にかけての鏑川右岸で

は三段の河岸段丘が広がり、さらに南側は関東山地の北

隅、多野山地へ繋がっている。右岸の河岸段丘は南側か

ら鏑川へ流れ込む大沢川・土合川等の小河川による浸食

をうけ、細かく分断されている。吉井川下宿遺跡のある

旧吉井町市街は吉井段丘と呼ばれる下位段丘上にある。

南に隣接する中位段丘は多胡段丘と呼ばれる。さらに上

位段丘を隔て周辺のランドマークである牛伏山（標高４9０

ｍ）へ至っている。

　吉井川下宿遺跡は中位段丘（多胡段丘）と下位段丘（吉

井段丘）が接する比高差１２ｍ前後の崖線直下にあり、無

名河川の浸食によって作られた沖積低地に接する入り組

んだ地形にある。国道２５４号線沿い位置し、付近の標高

は１１9ｍ前後で調査前は住宅地および商業地であった。

第３図　周辺の地形　　　　　　
（群馬県埋蔵文化財調査事業団『黒熊中西遺跡』１99２　第３図より転載・一部加筆）

３　遺跡の立地と周辺の遺跡
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（２）　周辺の遺跡　

　ここでは吉井川下宿遺跡で調査された古墳時代と江戸

時代の周辺景観を理解するために、これらの時代を中心

とした周辺の歴史的環境について辿ってみたい。アル

ファベットで示したのは古墳群の範囲である。引用・参

考文献は６０頁に記した。

【弥生時代以前】旧石器時代の遺跡は上信越自動車道の発

掘調査で中位段丘上の黒熊中西遺跡などの調査があっ

た。約２７,０００年前のＡＴ層下から確認される例である。

縄文時代草創期・早期の遺跡はほとんど見つかっていな

い。集落が現れるのは前期からで、中位段丘上の椿谷戸

遺跡（１６）や多比良笠掛遺跡（２9）などの調査例がある。本

遺跡からも縄文時代の可能性のある剥片類の出土がある

が、近接した集落は報告されていない。後期以降は再び

遺跡が少なくなる。

　弥生前期から中期も遺跡は少ないが、神保富士塚遺

跡では弥生中期の土坑群が調査され注目されている（註

１）。弥生時代後期になると中位段丘上で集落が増加し、

折茂東遺跡（１８）や多比良追辺野遺跡（３４）など古墳時代前

期まで継続する集落が多い。また古墳時代後期以降の集

落占地と共通することを特徴としている。

【古墳時代】古墳群は鏑川沿いおよび中位段丘上の小河川

沿いに後期古墳群が見られる。鏑川沿いでは特に広い下

位段丘のある右側に密集している。小河川沿いでは北側

から流下して鏑川に合流する大沢川周辺に、神保古墳群

（Ａ）や多胡古墳群（Ｂ）などこの地域最大の古墳群が展開

する。

　集落は古墳時代前期中位段丘上で見られるが、後期に

なって急激に増大する。南側に隣接する藤岡市や西側に

隣接する甘楽町で滑石を産出することから滑石製品を製

作する工房が古くから注目され、昭和３３・３４年に調査さ

れた入野遺跡（１４）は嚆矢となった（註２）。下位段丘での

古墳時代後期集落の調査例は少なく、鏑川左岸の川福遺

跡（５）などわずかに見られるのみである。古墳群が展開

しており集落の存在は不可欠であるが、現在の市街地と

重複し調査例が少ないものと思われる。本遺跡の住居も

それら集落内の１棟となるはずである。

【奈良・平安時代】律令期の町域は倭名類聚抄記載の多胡

郡にあたる地域である。本遺跡の西側に隣接する甘楽は

「から」を語源とする半島からの帰化人の多い地域と古く

から指摘されている。周辺の郡を割譲し多胡郡建郡を記

した日本三古碑の一つ多胡碑は本遺跡北側１．５㎞の鏑川

右岸で本遺跡と同じ段丘面にある。

　古墳時代後期に見られた大規模な集落はこの時期にさ

らに拡大し広範囲にわたって確認される。上信越自動車

道にかかわる発掘調査で中位段丘上では矢田遺跡（３５）な

ど１００棟を超える集落の他、黒熊中西遺跡（３２）や神保境

遺跡（２０）など多数調査されてきたが、近年は下位段丘面

でも上河原遺跡（１１）や御門遺跡（１２）などの集落の広がり

が確認されている。

　生産遺跡ではヌカリ沢Ａ窯跡（３）など平安時代の須恵

器窯跡が調査されている。道六神遺跡（９）では条里地割

を留めると思われる溝が調査されている。

【中世の城館】戦国時代の西上州は北条氏・上杉氏・武田

氏の勢力が拮抗する地であった。甘楽の谷は長く小幡氏

の支配下にあり、武田氏の侵攻による戦乱があった。城

柵の多い地域であり、川内の砦（Ｌ）は本遺跡に隣接した

台地先端部にある。

【江戸時代】信州との国境へ向かう中山道は群馬県西部で

は碓氷側に沿った安中市周辺を横断しているが、鏑川沿

いには中山道の脇往還が通っていた。信州街道・富岡街

道・下仁田街道または比較的起伏が少ないことから姫街

道と呼ばれ、吉井町は宿場町であった。天明３年の浅間

山噴火の際の降下軽石を集めて廃棄した痕跡が井戸で見

られるが、畑の一画に寄せた「灰掻き山」と呼ばれる復旧

痕が上信越道甘楽パーキングエリアにあたる天引向原遺

跡で調査されている。

　火打金は本遺跡でも生産されていたと推定される江戸

時代吉井宿の名産品であるが、東シメ木遺跡（２４）や多胡

蛇黒遺跡（３７）に出土例がある。

第Ⅰ章　発掘調査と遺跡の概要
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註１　石川日出志「神保富士塚式の提唱と弥生中期土器研究上の意義」『土
曜考古』第２７号２００３　

註２　群馬大学学芸学部史学研究室の調査で報告は吉井町教育委員会か
ら刊行された。
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第４図　周辺の遺跡（国土地理院1：２５０００地形図『富岡』『高崎』『上野吉井』『藤岡』を使用）
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第１表　周辺遺跡一覧
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縄文 弥生 古墳 奈・平 そ
の
他

中
・
近
世

遺跡の概要 
その他の遺構・遺物 参考文献

前 中 後
晩 中 後

集落 墓 生
産

集
落

生
産Ｎｏ 遺跡名 前 中 後 周 墳

１ 吉井川下宿遺跡 ○ ○ ○ 本報告の遺跡。
２ 多胡碑 ※ 多胡郡建郡を記した日本三古碑の一つ。
３ ヌカリ沢Ａ窯跡 ※ ８世紀後半から９世紀前半の須恵器窯。 ２１
４ 彦田谷窯跡 ※ ヌカリ沢窯と同時期の須恵器窯。
５ 川福遺跡 ○ ○ 須恵器工人の集落か。土錘多量に出土。 ５・３１
６ 中林遺跡 ○ ８世紀後半から９世紀主体の集落。 ３9
７ 天神下遺跡 ● ○ ２７
８ 富岡遺跡 ▲ ▲ ○ １１
９ 道六神遺跡 ○ ※ 条里地割を留める可能性持つ溝。 ７
１０ 釜ヶ淵遺跡 ○
１１ 上河原遺跡 ○ 鏑川右岸縁部で多胡碑の北西に近接。 ３６
１２ 御門遺跡 ○ ○ ● 地名より多胡郡衙推定地。 ２３
１３ 竹腰遺跡 ▲ ▲ ▲ ○ １２
１４ 入野遺跡 ○ ○ ○ ◎ ◎ ● 古墳後期滑石製品工房址調査の学史的遺跡。 １・６
１５ 馬場遺跡 ○ ○ ○ ● ２４
１６ 椿谷戸遺跡 ○ ○ ○ ○ ▲ ９・１３・３５
１７ 川内遺跡 ▲ ○ ○ 本遺跡南側に隣接する中位段丘上集落遺跡。 ４・３３
１８ 折茂東遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ８
１9 折茂Ⅲ遺跡 ○ ○ ○ 古墳後期～平安集落。暗文土器豊富。
２０ 神保境遺跡 ○ ○ ○ ◎ 古墳後期～平安大集落。 ２２
２１ 北高原遺跡 ○ ○ ○ ◎ 古墳後期～平安大集落。 ２２
２２ 富士塚遺跡 ○
２３ 宮西遺跡 ○ ○

２４ 東シメ木遺跡 ○ ※
多胡古墳群中の円墳６基。玉類他遺物豊富。遺
構外江戸時代遺物に燧鉄２点。

３５

２５ 多胡松原遺跡 ○ ○ 古墳後期～平安集落。 ３５
２６ 下条遺跡 ○ ○ ※ 神保下条遺跡に隣接。中世館。 ３７
２７ 多比良観音山遺跡 ○ Ａｓ－Ｂ下の水田。 ２８
２８ 東沢遺跡 ○ ○ ８
２9 多比良笠掛遺跡 ● ○ ○ ３２
３０ 柳田遺跡 ○ ○ １０
３１ 多比良天神原遺跡 ○ ○ ２9
３２ 黒熊中西遺跡 ○ ◎ ○ ※ ※ 平安時代寺院址および鍛冶遺構。 １５・１9
３３ 多比良平野遺跡 ○ ２０
３４ 多比良追辺野遺跡 ○ ○ ○ ○ ◎ ※ 椀型滓等鍛冶に関わる遺物。 ２５

３５ 矢田遺跡 ▲ ○ ▲ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
古代多胡郡矢田郷中心地に比定される大集落。

「八田」刻書石製紡輪出土。
１４

３６ 矢田遺跡 ● ○ ○ ※ 近世の鍛冶関連遺物。 ３０・３４
３７ 多胡蛇黒遺跡 ● ◎ ◎ 古墳後期～平安大集落。遺構外遺物に燧鉄。 １７
３８ 神保下條遺跡 ● ○ ○ ○ ○ ○ 豊富な埴輪。Ａｓ－Ａ下の水田・畑。 １６
３9 神保植松遺跡 ２６
４０ 神保富士塚遺跡 ○ ● ● ○ ◎ ◎ 古墳後期～平安大集落。弥生中期土坑群。 １８

縄文・弥生の項で●は竪穴住居の確認はないが、土坑等の確認や多量の遺物出土のあるものを表わす。◎は大規模な遺構の確認のあった
ことを示し、集落であれば竪穴住居では大よそ３０軒以上の調査である。※は備考欄に説明を加えている。▲はその他若干の痕跡が見られ
たことを表わす。参考文献は６２頁に記した。

Ｎｏ 古墳群およびその他の遺跡 参考文献
Ａ 神保古墳群 大沢川左岸の６３基の後期古墳群。
Ｂ 多胡古墳群 大沢川右岸のこの地域最大規模の9１基以上の古墳群。 ３５
Ｃ 祝神古墳群 土合川左岸の後期古墳群。
Ｄ 塩Ⅰ古墳群 １０基の後期古墳群。塩Ⅱ古墳群と共に塩古墳群と呼ばれる。
Ｅ 塩Ⅱ古墳群 １２基の後期古墳群。
Ｆ 山ノ神古墳群 ７基の後期古墳群。
Ｇ 本郷古墳群 鏑川右岸、２１基の後期古墳群。
Ｈ 北原古墳群 大沢川が鏑川に合流する地点付近の後期古墳群。
Ｉ 下池古墳群 鏑川右岸、多胡碑上流側に隣接。
Ｊ 高木古墳群 鏑川右岸、多胡碑下流側に隣接。６基現存。
Ｋ 塚原古墳群 付近には少ない前方後円墳を含む後期古墳群。
Ｌ 川内の砦 本遺跡南東側に隣接する丘陵先端部に築かれた中世施設。 ２
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第Ⅱ章　調査の内容

　１　概要

　吉井川下宿遺跡で確認された遺構は古墳時代から平安

時代にかけての古代と江戸時代以降の２時期を主体とし

ている。時期不明の遺構も含まれるが２項で古代の遺構、

３項で近世以降の遺構を扱った。古墳時代中期以前の遺

物は縄文時代の可能性のある剥片等の石器が数点出土し

たのみだった。中世から江戸時代初頭にかけての遺物も

確認できていない。

　東西に細長い調査区は中央付近に段差があり西側の一

部で低くなっている。これは西側が近年に造成のため削

平されたものと思われこの部分の残存状態は悪い。調査

面は江戸時代の地表面より掘り込まれているようでＡｓ－Ａ

の一次堆積が確認できる部分はなかった。本文中で調査

区東側・西側と呼称する場合はこの段差を挟んだ東西そ

れぞれの調査区域を表している。

　古代の遺構には方形周溝遺構、２棟の竪穴住居、５基

の土坑がある（第５図）。土坑は調査区東側に偏って分布

するようだ。多量の遺物を出土した古墳時代の竪穴住居

（１号住居）以外の時期は明瞭でない。土坑は天明三年以

前に埋没したものは時期が明確でないものがほとんど

で、それらは陥穴状のものや埋没土が黒色土の遺構を古

代、それ以外の遺構を近世以降に便宜的に分けた。遺構

以外から出土する該期の遺物もきわめて少なかった。

　近世以降になると遺構は数・種類とも豊富で道跡・井

戸・建物跡・土坑・鍛冶工房跡などを調査し（第６図）、

遺構種類ごとにまとめて報告した。調査区東側では一次

堆積した天明三（１７８３）年の降下軽石（Ａｓ－Ａ）が広範囲に見

られるが、調査区西側では西隅の傾斜面で一部確認でき

るのみである。

　調査区東側では降下軽石下を含む２面の道跡が明瞭に

表れた。建物や柵となる可能性のあるピット群・土坑な

どを調査したが、残存状態が良いにもかかわらず全体に

遺構数は少なく遺物量も少なかった。

　調査区西側は鍛冶工房が推定されていた地点でそれに

関連すると思われる焼土（炉跡か）やピット、および井戸

を調査しそれに伴う膨大な遺物を出土した。建物内の土 第５図　古代の遺構配置図

　１　概要
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０ 10ｍ１: 400

間や礎石を有すはずだが、それらの部分は削平されたよ

うで全く確認できていない。唯一古墳時代の１号住居内

に礎石らしい石列の一部を調査した。工房跡は３カ所の

焼土を確認し長期間の操業が想定され、明治時代まで操

業の痕跡が残っていた。北側に隣接する１号井戸にはＡｓ

－Ａが陶磁器や多量の鍛冶滓などと伴に復旧のための埋戻

し廃棄されており、天明三年前後の鍛冶工房操業がほぼ

確認できた。

　土坑は陥穴状や埋没土が黒色土主体のものを古代で

扱ったが、近世の土坑３８基はＡｓ－Ａを含むものとそれ以前

と想定されるものに二分される。大多数を占める長方形

の土坑は集中して分布するうえ軸方向や形状が近似して

おり、比較的短期間に造られたものと考えられる。

　調査区西隅傾斜地にあった人為的に並べられた石列は

一次堆積のＡｓ－Ａを被覆したようで、時期が想定できる施

設の一つである。施設の西側は無名小河川を改修したと

思われる流路で、屋敷地の境界を把握できたようだ。

　扱いに最も苦慮したのが撹乱で、当初印版のある陶磁

器以降の時代の遺物が出土する窪みを撹乱と呼んだが、

鍛冶工房跡が近世初頭まで操業していたことが分かった

ため、明治時代遺物の見られる工房付近の４カ所の窪み

は「撹乱１」のように番号を付して示し、出土遺物も区別

できるようにした。

　遺構以外から出土する遺物は陶磁器の他、金属製品や

石製品および鍛冶に関する遺物も豊富で調査区西側から

の出土が多かった。

第６図　近世の遺構配置図

第Ⅱ章　調査の内容
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　２　古代の遺構と遺物

（１）　１号方形周溝遺構　（第７・８図　ＰＬ．２－①～⑤）

　江戸時代の道路調査段階で前出する溝が確認でき３号

溝と呼称したが、この溝が方形の区画をつくることが分

かり方形周溝遺構として扱った。西隅は後世の削平によ

る段差にかかり残存状態は良くない。本文では確認でき

た２隅を北隅・西隅、同じく３辺を北東溝・北西溝・南

西溝と呼称する。

位置　北東溝南隅は３８9－５７０で道側溝に切られる。北隅

は３9６－５７６で調査区境に接する。西隅は３８9－５８５で唯一

確実なコーナー部分が把握できる。南西溝南隅は３８３－

５８０で途切れる。

規模形状　溝はいずれもほぼ直線的である。北東溝部分

では地山は平坦だが幅１１０ ～ ５３㎝、深さ５５ ～ １４㎝で南

東側へ向かって細く浅くなる。北西溝は北側で幅１２５㎝

以上あり底面も広く平坦である。本遺構中最も幅太部分

である。西側は段差にかかり上面は削平されていて上幅

は計測できないが、下幅では細くなることが確認できる。

底面レベルも西へ向かって高くなり、北側と２０㎝の比高

差がある。南西溝も北半で削平面にかかるが残存状態の

良い南側でも幅８０㎝と細い。南隅付近は深さ５７㎝あり、

底面レベルも北西溝と並んで最も深くなっている。南側

調査区境に南西溝の延長のような５号土坑を調査してい

る。陥穴状の施設で本周溝遺構には結びつかないが上層

に本周溝１層土に類似した埋没土が見られ、この土坑上

面に周溝の続きが重複していた可能性がある。

　方台部は残存する南西－北東方向で１０．８ｍの距離があ

り、これに直交する北西－南東方向は１１．０ｍ以上の距離

を経ても想定される南東溝が確認できない。やや長方形

第７図　１号方形周溝遺構

２　古代の遺構と遺物
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の方台部になる可能性がある。調査段階で盛り土の痕跡

は確認できていない。方台部面積は１１9㎡以上となる。

施設　北東溝南側で溝底に径５３×４４㎝のピット状の窪み

を確認している。溝底面からの深さは１８㎝で底面は平坦

である。溝底面に沿った掘り込みで埋没土も溝内と同質

であり、方形周溝遺構と同時存在の施設と思われる。

方向　Ｎ－３9°Ｗ（北東溝）

備考　出土遺物が全くなく、主体部も精査したが掘り込

みの痕跡や礫の多い部分など一切確認できていない。加

えて本遺跡内では古式土師器等の方形周溝墓が展開する

時期の遺物は見られない。この遺構を方形周溝墓とする

根拠は十分ではないが、埋没土は古代を想定するＡｓ－Ｃ混

じりの黒色土で、方形周溝墓または方墳以外の的確な遺

構は想定できない。溝の規模などから方形周溝墓を想定

するのが妥当と考えた。

　

（２）　竪穴住居

　調査区西側で２棟の住居を調査した。１号住居は古墳

時代の明瞭な遺構で豊富な遺物を出土したが、平安時代

が想定される２号住居は不明瞭な点が多い。

１号住居（第９～ １２図　ＰＬ．３－①～⑧・４－①～⑤・

１４　遺物観察表５４頁）

　鍛冶遺構西側の、上面に１号礎石建物や５号溝がある

不明瞭で広い落ち込み部分であった。北側に焼土散布が

見られ、竪穴住居を想定して断面観察用ベルトを残して

掘り下げた。焼失住居で炭化材の出土が多かった。南側

が調査区域外で全容を把握できていない。

位置　３６８ ～ ３７４－６０２ ～ ６０9グリッドにある。

規模形状　東西軸長６．２ｍ、南北軸長５．１５ｍ以上の規模

で、正方形に近いプランが想定される。

埋没土・壁　壁高は最も深い北辺で４７ｃｍを測る。

方位　Ｎ－１３°Ｗ。　

面積　残存２３．３６㎡　正方形を想定して復元すると２9㎡

前後である。

床面　東壁下中央部分が高く、北辺両隅周辺が低いなど

一様ではないが、全体では地山の傾斜に沿って西側へ低

く傾斜していた。住居中央付近床直上を中心に弱く踏み

固められた薄い層（４層）が見られる。貼床や生活時の踏

み固めではなく、住居廃絶直後の作業の中で踏み固めら

れた面のように見えた。貯蔵穴周辺を除くほぼ全体に深

さ８～ １７㎝の掘り方がある。

壁溝　調査できた範囲ではカマド下を除く壁下全体に

巡っていた。幅１５ ～ ２３㎝、深さ１３ ～ ２１㎝の規模で掘り

方埋戻し土を再度掘り込んでいる。掘り方より若干窪む

程度の深度である。

第８図　１号方形周溝遺構断面

第Ⅱ章　調査の内容
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１号方形周溝遺構
１　黒褐色土　弱粘性壌土。Ａｓ－Ｃが少量混じる黒色土。ローム粒

も少量混じる。１’はＡｓ－Ｃがやや多く、１”は漸移
層土にあたる不明瞭なローム状土が混じる。

２　暗黄褐色土　不明瞭なローム土と黒色土の混土。しまりあり。
溝掘削時のさらい残した土を踏み固めたもの。
２’はロームブロックの混入多い。
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第９図　１号住居

２　古代の遺構と遺物
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住居ピット一覧（単位：ｃｍ）
Ｎｏ 長径×短径×深さ 備考

１ａ （６４）×４３×６9 南東に抜柱痕か
１ｂ ４9×３１×６２ 南に抜柱痕か
１ｃ （５４）×４０×５８ 南に抜柱痕か
２ ６８×６３×７１

３ａ ５３×４２×６４ 南に抜柱痕か
３ｂ （２８）×（２５）×５４
３ｃ （４２）×４１×６１ 南に抜柱痕か
４ａ ５６×４５×５２ 北に抜柱痕か
４ｂ （３４）×２８×３１

１号住居　
１　暗褐色土　壌土。弱粘性でしまり欠く。
２　暗褐色土　土質は１に近い。ローム状土の混入が多くやや黄色味を

おびる。ＹＰがブロック状に不均等に少量混じる。炭化物
粒散見。Ａｓ－Ｃらしい軽石散見。２’は黒色味強く、Ａｓ－Ｃ
がやや明瞭でしまり強くなる。

３　暗黄褐色土　壁崩落土の混じる弱粘性土。南側からは不揃いなブ
ロック状のローム土混入あり。３’には焼土多い。

４　暗褐色土　炭化物粒の混入多い、ややしまり強い層。４’では黒色
土の混入多く、しまりも弱くなる。
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貯蔵穴　北東隅壁直下にある。長径７9㎝、短径６７㎝の南

北にやや長い楕円形気味のプランである。床面からの深

さは８７㎝あり底面は狭い。形状は柱穴的と言える。上面

に踏み固めはなく開口施設であるが、埋没土は住居とは

やや異なり黒色味の強い土であった。住居廃絶に先行し

て埋め戻されていた可能性がある。

ピット　４主柱穴（Ｐ１～４）を調査している。Ｐ２以外

は数次の建替えを行っているようで重複が見られた。各

ピットは上面に貼床を施し確認は容易ではなかった。柱

痕状の窪みを確認できた部分をａとした。ピットの重複

第１０図　１号住居遺物出土状態およびカマド

第Ⅱ章　調査の内容
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住居カマド
５　黄褐色土　ローム土主体。天井構築材で、黒色土や灰色

粘性土が混じる。しまりやや強い。焼土はほとんど混じ
らない。５’はローム漸移層相当の黒色味おびる土が多
い。

６　暗赤褐色土　天井から崩落したブロック状の焼土とロー
ム状土の混土。６’は焼土ブロックが小さくなる。

７　暗黄褐色土　粗粒で均質なローム状土主体の土。灰が混
入し、煙道側ほどローム土が多くなる。７’では不揃い
の焼土・ローム土がブロック状に不均等に混じり、７”
で混入物増え炭化物も多くなる。

８　暗褐色土　カマド掘り方埋戻し土で表層は火床。焼土粒
や灰が混じる。８’は混入物少ない。

９　暗褐色土　山砂混じりのしまり強い粘性土。袖構築材。
焼土散見。９’は黒色土の混入やや多く下層では焼土が
混じる。

１０　黒褐色土　ローム小ブロック混じりの壁溝内埋没土でや
やしまり欠く。表面部分的に黒色味強い部分があるが、
矢板痕跡ではない。

１１　暗黄褐色土　しまりやや欠く埋戻し土。ローム粒の混入
多い。焼土・炭化物粒の混入が１１’で弱くなる。

１２　暗褐色土　ローム状土混じり、焼土散見する粘性土。
１２’で混入物多い。柱痕に相当するが明瞭ではない。

１３　暗黄褐色土　柱穴根固め土でロームブロックの混入多
く、ややしまり強い層。１３’ではロームブロック主体。

１４　暗褐色土　掘り方埋戻し土で表層にロームブロックやや
多く踏み固め強い。下層ほどロームブロックの混入が多
くなる。



０ 10㎝１:３

は掘り下げ途中まで気付かず断面観察が万全ではない

が、ａ部分が最終ピットのあった位置と考えたい。各

ピットは外側（壁側）へ新しいピットを掘り直しているよ

うで、古い柱を残したまま新しい柱を据えることが可能

な重複状況といえる。

カマド　北辺中央やや東寄りにある。燃焼部は住居内に

あり、火床は住居床面と同レベルにある。火床下には焼

土混じりの埋戻し土が見られる。火床上には天井部の崩

落土として多量の被熱した焼土が確認できるが、炭化物

粒や灰の堆積はあまり見られない。煙道先端は壁外へ５１

㎝張出している。カマド袖は山砂混じりの粘性土で構築

していて良質な粘土は用いていない。カマド前の床面に

は広く焼土や灰が散って踏み固められていた。カマド西

袖先端部分上面に平坦な川原石が見られるが、配置から

４号礎石建物（本文３０頁）と判断した。

その他　平坦な礫が並んで出土したが、カマド西袖上の

礫を加えると建物礎石の一部と考えられる配置になっ

た。調査段階では掘り込みに築かなかったが、後世の建

物が地山の緩い住居上部分を掘り込んで礫を据えたと考

え、礎石建物として扱った（本文３０頁）。炭化材は床面よ

り少し高い位置から出土している。北西隅部分の材は壁

側が床上１０㎝以上、住居中央側は床上５㎝前後で中央側

が低い状態だった。東壁・西壁際の材は壁側では床から

５㎝前後の高さで、中央側は床上８㎝の高さにあり、ほ

ぼ水平か住居中央側が高くなっていた。

遺物　カマド周辺を中心に出土遺物は豊富で土師器１４点

と金属製品７点を図示した。床面直上の出土遺物が豊富

でカマド西側の杯１・鉢９、カマド西袖先端杯６、カマ

ド東側の壁に密着するように杯２・７、貯蔵穴内とその

周辺を中心に広範囲に散乱して甕１１・１２が出土した。貯

蔵穴内から杯３・５が出土しているが、３は北壁際の破

片と接合している。杯４・高杯１０は床面から２０㎝以上高

い位置だが、北壁に密着するようにして完形で出土した。

耳環２点（１５・１６）は大きさにやや差があり対にならない

と思われる。出土位置も離れていて小さい１５が住居中央

床上１１㎝の高さであったが、大きい１６は北壁寄りの床面

ほぼ直上での出土である。鉄鏃１７はカマド東脇の出土で、

近接して出土した２０は同一個体の茎の可能性がある。図

示した以外に約３６０片の土師器があるが、須恵器片の出

土は全くなかった。他に縄文時代と思われる剥片１点が

出土している。

所見　甕の長胴化が顕著な７世紀代の住居である。床面

直上から完形の土器を多数出土し、什器類のセットとし

て良好な資料である。反面、甕類がカマドから離れて出

土しており、カマドで煮炊きする生活の痕跡をそのまま

残した住居廃絶ではないと思われる。

第１１図　１号住居出土遺物（１）

２　古代の遺構と遺物
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０ ５㎝１:２

第１２図　１号住居出土遺物（２）
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２号住居（第１３図　ＰＬ．４－⑥～⑧）

　土坑を想定して掘り下げを開始したが、東壁下に床面

上に薄く焼土が見られ、カマド痕跡の可能性があり住居

として扱った。上面には撹乱がきわめて多いが、床面ま

で達するもの少なかった。

位置　３８１ ～ ３８５－６０１ ～ ６０５グリッドにある。

規模形状　長軸長２．８ｍ、短軸長２．４５ｍの南北に長い長

方形を呈している。北東隅が東側へ張出すように歪むが、

他は丸みの少ない隅と直線的な辺の比較的整美なプラン

を呈している。

埋没土・壁　上面に撹乱が多いが底面まで達していな

かった。埋没土は単層で１号住居のような黒色土の多い

土ではない。壁高は１５ｃｍ前後を測る。

方位　Ｎ－２０°Ｅ（西壁）。　面積　５．9７㎡

床面　ローム状土面にあり、凹凸の少ない比較的平坦な

床面である。焼土はカマド火床上のような顕著なもので

はなく、床面直上に炭化物粒や灰と共に弱く踏み固めら

れていた。床面全体は地山傾斜に沿って西側へやや低く

傾斜し、東西両壁下では５㎝の比高差がある。踏み固め

られているが住居通有の床面の汚れは少なかった。掘り

方は認められない。

カマド　東壁中央やや東寄りの焼土散布部分をカマドの

痕跡と考えた。顕著な焼土ではないが他の部分と明瞭に

区別できる範囲だった。壁際で長さ9６㎝、壁からの幅４０

㎝の規模がある。火床の掘り込みや袖などの構築材・煙

道部張り出しなどは全く確認できない。

その他　近世・近代の１６号土坑に前出し、時期不明の３１

号土坑に後出している。壁溝・ピット等の施設は認めら

れない。

所見　時期を想定する資料を持たない。土師器小片を総

量で２８片しているが図示できるものはなかった。薄手の

奈良時代平安時代前期と思われる甕胴部片が主体で、長

方形の遺構形状から平安時代住居の可能性がある。今回

の調査範囲から該期の遺構は確認されておらず、遺構外

の出土破片も総数５０片ほどしか見られない。

（３）　土坑（古代）（第１４図　ＰＬ．５－①～④）　

　調査区西側で近世以降と想定した土坑を多数確認した

が、ここでは調査区東側で多かった陥穴状の土坑など６

基を扱った。３１号土坑が平安時代の住居を想定した遺構

に前出し、他は埋没土が古墳時代竪穴住居同様の黒色味

をおびた土であることなどから近世の土坑と分けてい

る。

　３・４・６・７号土坑が近接しているのに対し、５号

土坑はこの一群から南西側へ１５ｍ、３１号土坑は西側へ３７

ｍ離れた位置にある。

　いずれも遺物の出土はなく、時期を推定する根拠は欠

いている。６・７号土坑は重複しているが、前後を把握

する観察を欠いている。３～６号土坑は陥穴状の遺構だ

が、逆茂木等の施設は確認できない。

　個別土坑の図および説明は次頁で一括して記した。な

お、土層注記にあたっては近世の土坑と共通記号を用い

た。断面図の土層説明については３５頁を参照されたい。

第１３図　２号住居

２　古代の遺構と遺物
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２号住居　
１　暗褐色土　粗粒弱粘性土。ローム小ブロックを不均等に含む。焼土

粒散見。ややしまり強い。
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第１４図　古代の土坑

第２表　土坑一覧表（古代）

３号土坑 ４号土坑

５号土坑
３１号土坑
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№
　挿図 位置 長軸×短軸×深さ（ｃｍ）

遺物と埋没土 備考
　写真 形状 軸方向

３
第１４図 
ＰＬ．５①    

５７１－３9５Ｇ 
楕円形

１２５×１０８×１１５ 
Ｎ－５9°Ｗ

自然埋没か　※大粒ロームブロック混入
中層下まで掘り直しの可能性

陥穴に類似。

４
第１４図 
ＰＬ．５②

５６５－３9５Ｇ 
不整楕円形

１７８×１０３×１０５ 
Ｎ－８０°Ｗ

表層に近世陶磁器：３片 
自然埋没

陥穴状。

５
第１４図 
ＰＬ．５③

５７７－３８１Ｇ 
不整楕円形

（１１７）×１１４×６9 
Ｎ－４０°Ｗ

※Ａｓ-Ｃの可能性のある軽石を含む黒色土 陥穴状。

６
第１４図 
ＰＬ．５④

５６６－３9０Ｇ 
不整楕円形

１０9×８５×５３ 
Ｎ－４８°Ｗ

自然埋没
陥穴状。方形周溝墓西側周溝の位置にある。道北
側溝に前出。

７
第１４図 
ＰＬ．５④

５６６－３9１Ｇ 
不整円形

１０１×（9５）×３７ 
Ｎ－６４°Ｗ

道北側溝に前出。

３１
第１４図 
ＰＬ．１２⑭

６０３－３８４Ｇ 
長方形か

１４２×１０４×５０ 
Ｎ－２７°Ｅ

人為的埋戻しの可能性 ２号住居に前出。
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　３　近世の遺構と遺物

（１）　道（第１５ ～ ２０図　ＰＬ．５～７・１４　遺物観察表５５頁）

　調査区東側で両側溝を持つＡｓ－Ａの一次堆積層下に明瞭

な硬化面が直線的に西側へ繋がっていることを把握し道

として扱った。この道はＡｓ－Ａ直下の上面と意図的に埋め

られた下面の２面の路面があり、それぞれ上路面・下路

面と呼称する。上下２面の路面があることは側溝掘り下

げ時まで把握できなかったため、上路面に伴う側溝は下

路面の側溝まで掘り過ぎた個所がある。

　東側の断面観察を第１７図に、南隅の上面からの断面観

察を第１８図に詳細図を併せて示した。地点が異なると路

面構築土が異なっている。

　路面は北側へ低くやや傾斜している。東側では調査範

囲南に隣接する国道２５４号線現道との重複はないが、西

側は国道の現路面下へ向かうようで、江戸時代に中山道

脇往還であった道跡と判断できた。

上路面　

　発掘調査は調査区東側から掘削を開始したが、東隅で

いきなりＡｓ－Ａの一次堆積層とその直下にある顕著な硬化

面が表れた。軽石層は東隅で１２㎝の厚さがあり、最下層

には火山灰が見られた（トーンで表示）。この軽石層は道

北側では側溝沿いに要作境から９ｍの範囲で繋がってい

た。そして一旦途切れた後、調査範囲南隅で再度厚く堆

積した部分が表れた。軽石が途切れた部分には上面から

の耕作痕があり（本文４４頁）本来は軽石が東側全域を覆っ

ていたものと思われる。

側溝　南北両側溝が確認できる。東側では下路面に伴う

側溝を誤って掘り進めてしまった部分があり明瞭な立ち

上がりを把握できていないが、両側溝とも北側へ掘り直

した痕跡があり５０㎝前後道が東側へ移動している。掘り

直しは部分的に行ったようで掘り込み端部が調査範囲内

でもＥ・Ｆ断面付近の２カ所で確認できる。北側溝の西

側には重複の痕跡は見えない。この部分の幅４２ ～ ４８㎝、

深さ６～ １０㎝で底面レベルは傾斜に沿って東側が低く

なっている。方向はＮ－４２°Ｅで直線的である。

道幅　側溝掘り直し後の両側溝芯々間で５．６ｍ、側溝上

端で計測した幅で５．０ｍを測る。

道の傾斜　上路面全体では東側へ低い２８／１０００で東西両

隅付近ではやや傾斜がきつくなっている。

出土遺物　路面直上からの出土遺物はない。

第１５図　１号道（上路面）

上路面

３　近世の遺構と遺物

17



Ｙ＝－７５．５５０

Ｙ＝－７５．５６０

Ｙ＝－７５．５７０

Ｘ＝
２８

．３
9０

Ｘ＝
２８

．４
００

Ｘ＝
２８

．４
１０

１１８．８０

１１８．６０

１１
８．

４０

１１８．４０

１１
８．

２０

１１８．８０

１１８．６０１１８．６０

１１
８．

６０

Ｙ＝－７５．５５０

Ｙ＝－７５．５６０

Ｙ＝－７５．５７０

Ｘ＝
２８

．３
9０

Ｘ＝
２８

．４
００

Ｘ＝
２８

．４
１０

１１８
．８０

１１８．６０

１１
８．

４０

１１
８．

６０
１１８．４０

１１
８．

２０

１１８．６０

１１８．８０

１１
８．

４０

０ ５ｍ１:200

下路面　

　東側を中心に部分的に径２㎝ほどの礫が敷かれ、上路

面以上に硬化が顕著な明瞭な路面であった。規模は上路

面と同一で両側溝が見られる。この面の盛土は明確では

ない。

側溝　北側溝で掘り直しが見られ、側溝北側の浅い部分

が後出している。南側溝でも２条の溝となっているが前

後関係を示す断面観察が得られなかった。北側溝と対に

なるのなら側溝北側が後出するはずで、この部分上面に

顕著な硬化面は確認できない。北側溝は両溝とも幅４０

㎝、深さ２０㎝前後である。南側溝は北側部分では北側溝

とほぼ同規模だが、南側部分では幅9０㎝前後、路面から

の深さ３０㎝前後になり他の部分と大きく異なる。斜面に

第１６図　１号道（新旧の下路面）

下路面（新） 下路面（旧）

第Ⅱ章　調査の内容
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接するため崩落土砂や排水対策に特に大規模な側溝が必

要だったと思われる。

道の傾斜　東側へ低い１．３%で上路面より緩やかで全体

がほぼ均一な傾斜である。

出土遺物　下路面は上路面に比べ出土遺物が多く、碗２・

５、鉢７が路面直上またはやや高い位置での出土である。

また北側溝内より銅製品９、南側溝内より鉄製品１０を出

土している。北側溝内の遺物も多く、陶磁器７点、羽口

１点、金属製品２点を図示した。完形近くまで復元でき

る遺物はなかった。

盛土　

　下路面に積まれた土砂の層厚は東隅で１７㎝、西隅で４５

㎝前後となり、西側へ向かって徐々に厚くなっている。

盛土が厚く、Ａｓ－Ａの堆積も顕著だった道跡南隅のＣ断面

で詳細を記した。

　軽石部分は一次堆積で火山灰が路面直上に見られた。

盛土上面部分（３層）は最上層に細かな互層状部分があ

り、道として使用された過程で新たに溜まった土砂が踏

み固められた層のようだ。４層は４枚以上の版築状で

ローム土が最も多く見られる。ただし４③層から５層に

かけては最大で２０㎝以上の層厚だが不均等になってい

る。自然堆積土のような土質である。

出土遺物　側溝上の盛土内からは鉢４が下路面より８㎝

の高さから出土している。その他図示した遺物の大半は

この層内の出土で陶磁器椀皿類の破片が主体だった。図

示した以外の出土遺物は磁器１２点、施釉陶器１１点、焼締

陶器２点で、盛土に使われた多量の土量に比べると、比

較的少量と言えよう。

第１８図　１号道断面（２）

第Ⅱ章　調査の内容
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道南壁　（Ｃ断面）
１　暗褐色土　Ａｓ－Ａ混じりのややしまり欠く層。不揃いなロームブロックや礫等、雑多な混

入物を不均等に含む。
２　Ａｓ－Ａの１次堆積層　最下層の２’には降下火山灰と微細な軽石が確認できる。
３　黄褐色土　表層は硬化著しい路面。灰褐色粘性土をベースとし、ローム土の混入状態で

互層となっていることが確認できる。ａにはローム小ブロック中心に灰褐色
土が混じる。ｂ・ｄは混入物少なく、きわめて薄い層が重なる部分がある。
ｃはロームブロックやや大粒で黒色土がブロック状に少量混じる。

４　黄褐～暗褐色土　路面構築土でしまりある層。層厚不規則だが版築状に重なる部分。ａ
はローム土の混入少なく、３層の灰褐色土の混入が見られる。ｂ・ｄ
は大粒ロームブロックが多量に混じる。ｃは混入物少なく黒色味が強
い。

５　黒褐色土　混入物少ない。５’でロームブロック混じる。
６　灰褐色土　粘性土できわめて大粒のロームブロックが混じる。６’ではロームブロック

少ない。
７　暗褐色土　ＹＰ混じりのローム小ブロックを少量含む。盛土内ではしまり弱い部分。７’

は混入物の少ない一気に埋め戻したような層。
８　灰褐色土　混入物の少ない粘性土。下路面直上の層で中央部分に見られる。



Ａ Ａ′
Ｂ

Ｂ
′

Ｂ
Ｂ
′

６号土坑

７号土坑

調

査

区

域

外

北
側
溝

下路面

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P9

P8

39
7

-5
62

39
2

-5
66

L=118.70mＡ Ａ′

L=118.70mＢ Ｂ′

０ ２ｍ１:50

０ １ｍ１: 20

下路面のピット列　

　下路面の北側側溝際に楕円形を呈した黒色部分が連続

して見られた。上面は敷かれた礫などと共に踏み固めら

れ路面調査時には明瞭でなかったが、後出する側溝掘り

下げ時に明確になった。道の走向に沿って続いており道

に関連する施設と想定されこの項で扱った。確認でき

たのは９カ所の皿底状の窪みで北東側よりＰ１～９の番

号を付した。ピット列と呼称したが柱穴ではない。Ｐ９

は前出する７号土坑を誤って先に掘ってしまい、一部を

失っている。

　埋没土は共通で、粘性のある黒色土で不揃いのローム

ブロックを不均等に含んでいた。踏み固められて著しく

しまっていた。

　各ピットは平面形状楕円形が多く、長軸６３ ～ ４３㎝に

対し短軸４9 ～ ３３㎝で短軸長を揃えようとする傾向が看

守できる。そして道路の走向に垂直方向に長軸を向ける

傾向があり、円形のＰ８を除くとＰ９のみ道走向側に長

軸を置いていた。底面は総てのピットが平坦で広く、路

面からの深さ１５㎝前後で据えられた扁平な石を抜いた跡

のような形状である。窪みの間隔は上端で３０㎝前後であ

り、石が敷かれれば踏み石のような状態となるであろう。

確認できたのはこの範囲のみだが、後出する側溝に削ら

れた可能性がある。

第１9図　１号道下路面のピット列

３　近世の遺構と遺物
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下路面ピット列

Ｎｏ． 位置 形状
規模　（ｃｍ） 

長径×短径×深さ
南西側ピット

との間隔
１ ３9６－５６２ 楕円形 ４４×３３×９ ３５
２ ３9６－５６２ 楕円形 ４３×３３×１２ ３３
３ ３9５－５６３ 楕円形 ５１×３３×１４ ３１
４ ３9５－５６３ 楕円形 ６１×４０×１６ ３０
５ ３9４－５６４ 楕円形 ６１×４３×１５ ３５
６ ３9４－５６４ 楕円形 ６３×３４×１６ ３４
７ ３9３－５６５ 楕円形 ５9×３４×１６ ２３
８ ３9３－５６５ 不整円形 ５３×４9×１３ ２４
９ ３9２－５６６ 不整円形 ４４×（４０）×１５



０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２

第２０図　１号道および側溝出土遺物
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（２）井戸　（第２１ ～ ２６図　ＰＬ．８－①～⑥・１５ ～ １７　

遺物観察表５５ ～ ５８頁）

　本遺跡で確認できた井戸は１基のみである。試掘調査

でもＡｓ－Ａを多量に含む大型遺構として把握されていた。

Ａｓ－Ａ降下後に軽石廃棄のため人為的に埋め戻された遺構

である。その後、北西隅付近に石組みの井戸が再度掘削

されている。石垣上面付近はコンクリートで固められて

いたため撹乱扱いし記録を十分に残さなかったが、井戸

再掘削の時期はコンクリート使用以前の明治期頃まで遡

れる可能性がある。

位置　３８３ ～ ３８７－５８７ ～ ５9１

規模形状　北西部分の後世井戸部分を除くと上面は４．１

×３．６５ｍの東西方向にやや長い楕円形を呈している。上

面壁際には崩落した地山土がブロック状に堆積してお

り、本来の平面規模は半径で３０㎝以上小さかったはずで

ある。確認面から２．１ｍの深さで広い平坦面となり、平

坦面北隅に径１．9ｍ前後の不整円形状に深さ０．５ｍの窪み

を加えている。底面は湧水のため不明瞭だが、径１．２ｍ

前後の円形で比較的平坦である。なお、南壁際には確認

面から深さ１ｍ前後の位置まで埋戻しの痕跡が見られ

る。

埋没土　断面図示部分は下方で粘性土の埋戻しが見られ

たが、中央付近では底面近くまで混入物の少ない軽石が

埋められていた。鍛冶遺物の混入が顕著だったが焼土や

灰・炭化物などの混入は見られなかった。壁面には確認

面より１ｍに満たない深さでタナ落ちの痕跡がみられる

が、調査時の湧水は冬の調査という時期的要因もあり底

面から６０㎝（確認面から１５０㎝）前後であった。

出土遺物　きわめて多量の遺物を出土し、陶磁器類４６点、

羽口７点、砥石３点および金属製品４点や古銭を図示し

た。陶磁器類は椀皿類が主体で焙烙・内耳土器など煮沸

土器が少なかった。羽口は確認面から８０㎝前後の中層付

近から出土している。６１の寛永通宝は８枚が癒着して出

土したもので剥離できた２点を採拓した。確認面から約

５０㎝深い軽石内の出土で埋納されたものではない。１２・

２１・２６など明治時代以降の遺物が混じるが後世井戸掘削

時に混入したものと考えたい。

　図示した以外の近世遺物には磁器６１点、施釉陶器４５点、

焼締陶器と焙烙各５点があり、近現代遺物の陶磁器３５点 第２１図　１号井戸

３　近世の遺構と遺物
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１号井戸　
１　混入物の少なく汚れのないＡｓ－Ａ。一次堆積層ではない。１’では軽石

主体だが黒色土が少量、不均等に混じる。軽石自体もやや汚れる。１”
は汚れたＡｓ－Ａ主体で、黒色土・ローム状土が縞状に少量混じる。

２　黒褐色土　黒色土主体のしまり欠く層。
３　暗褐色土　黒色土とローム土の混土。裏込め部分と想定される。
４　黒褐色土　崩落した地山。オーバーハング上の土。
５　ロームブロック主体の土。壁崩落土か。
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第２２図　１号井戸出土遺物（１）
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第２３図　１号井戸出土遺物（２）

３　近世の遺構と遺物
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第２４図　１号井戸出土遺物（３）
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より多い。その他に膨大な量の鍛冶滓を出土しており詳

細は４８頁以降に記した。鍛冶滓はかたまって出土したの

ではなく、羽口出土地点周辺を中心に軽石内にバラバラ

に混入するような状態であった。底面付近からは出土し

ていない。

所見　軽石は混入土砂の比較的少ない一次堆積に近いも

のであった。西側に重複して後世に井戸が改めて掘削さ

れており、大量の軽石降下による混乱が想像される。軽

石降下からあまり時間を経過していない時期の埋戻し作

業であったと想定している。この中にきわめて多量の鍛

冶滓や羽口が含まれる理由は不明だが、井戸内出土地点

を記録して取り上げた羽口類は鍛冶工房が想定される西

側に偏っている。工房側から投げ込んだような出土状態

であった。

第２５図　１号井戸出土遺物（４）

３　近世の遺構と遺物
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第２６図　１号井戸出土遺物（５）
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（３）　ピット列・掘立柱建物・礎石建物

　　　（第２７ ～ ２9図　ＰＬ．８－⑦⑧・９）

　柱穴状の遺構は少なく、調査区東側に集中していた。

近世の土坑が見られない一画である。道脇に並ぶピット

列および建物の痕跡と考えられる遺構として掘立柱建物

２棟を想定し１号ピット列と２・３号掘立柱建物と呼称

した。これらピットには通し番号を付けたので２号建物

はＰ１５から、３号建物はＰ８からのピット番号となって

いる。他に礎石建物となる可能性のある調査区西側で確

認した石列を４号礎石建物とした。建物は３棟とも全容

を把握できておらず、不明瞭な遺構である。これらの遺

構からは破片を含め出土遺物がなかった。

　埋没土の説明には土坑と共通の記号を用いた。本文３５

頁を参照されたい。

１号ピット列　（第２７図　ＰＬ．９－①～④）

　道跡の上路面調査時に確認した施設で北側溝の北側に

１列に並ぶ７基のピットである。ピットの間隔はやや不

一致だが規模が近似し、同時に存在した施設と考え１号

ピット列と呼称した。南西側は施設隅を把握できたと考

えるが、北東側は調査区境にかかる北東側にピットが続

く可能性がある。

位置　北側溝との上端間隔はＰ１の１０㎝・Ｐ２の２２㎝に

対しＰ５～Ｐ７は４０㎝前後あり、側溝に正確に併走して

はいない。北西側には２号掘立柱建物がある。

規模形状　長軸３０㎝前後、短軸２５㎝前後の大きさの近似

したピットで全長７．２ｍの列となる。底面は皿底状で柱

痕は確認できない。ピット間隔は芯々距離でＰ１－２

間１３３㎝、Ｐ２－３間１２１㎝、Ｐ３－４間１１６㎝、Ｐ４－

５間１１２㎝、Ｐ５－６間１３０㎝、Ｐ６－７間１０３㎝を測る。

Ｐ５－６間を例外として全体では南西側ほど間隔が短く

なる傾向がある。列はＰ４を挟んで北東側と南西側でわ

ずかに走向が異なっている。

埋没土　記録を残した５基はいずれも単層で柱痕や根固

めなどの痕跡が見られない。Ａｓ－Ａの混入が見られず、天

明三（１７８３）年以前に埋没したものと考えられる。

方向　Ｎ－４５°Ｅ（Ｐ１～４）　Ｎ－４３°Ｅ（Ｐ４～７）

備考　街道に面し２号掘立柱建物との間にある柵または

第２７図　１号ピット列

３　近世の遺構と遺物
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１号ピット列計測表

Ｎｏ． 位置 形状
規模　（ｃｍ） 

長軸×短軸×深さ
備考 写真

１ ５５６－４０５ 不整円形 ２８×２４×１６ ＰＬ．９①
２ ５５６－４０５ 楕円形 ３６×２9×１４ ＰＬ．９②
３ ５５７－４０４ 不整円形 　２9×２３×１9　
４ ５５８－４０３ 不整円形 ３０×２9×２４ ＰＬ．９③
５ ５５9－４０２ 不整円形 ２9×２５×１１
６ ５６０－４０１ 円形 ２８×２７×９
７ ５６０－４００ 不整円形 ２５×２３×１１ ＰＬ．９④



塀のような施設を想定したいが柱穴としては深度に乏し

く、柱間隔が不一致な点など否定的な材料が目立つ。入

口・門に相当する部分も想定できない。礎石を埋めた痕

跡と考えるにはＰ３・７など底面が平坦でなく不自然で

ある。

２号掘立柱建物　（第２８図　ＰＬ．９－⑬～⑮）

　調査区北隅で確認した５基のピットで、そのうち４基

が建物南隅部分にあたると想定し２号掘立柱建物と呼称

した。調査区境に接した位置にあって全容が把握できて

おらず、ピットの形状が不揃いで不明瞭な点が多い。

位置　１号ピット列の北側に隣接し、Ｐ１５が１号ピット

列Ｐ５と１．１ｍの距離にある。

規模形状　重複部分を含まないと、各ピットは径２５ ～

３０㎝前後の規模が主体となる。深さは一様でなく、Ｐ１６

の浅さが目立つが他は柱穴的な断面形状である。南東側

柱筋は２．３ｍの長さがあり、北側調査区域外まで続く可

能性がある。Ｐ１５はピット２基の重複で北側部分からＰ

１８へ向かって南西側柱筋を想定すると直角に近い隅部分

となるが、北側ピットの方が柱穴的である。各ピットの

間隔は芯々距離でＰ１５－１６間１３５㎝、Ｐ１６－１７間9４㎝、

Ｐ１５－１８間１４０㎝で一様ではない。

埋没土　１号ピット列同様にＡｓ－Ａの混入が見られず、天

明三（１７８３）年以前に埋没したとみられる。

方向　Ｎ－３４°Ｅ（南東側柱筋）

備考　街道沿いの建物と思われるが方向が道から１０°近

く異なっている。

３号掘立柱建物　（第２８図　ＰＬ．９－⑤～⑫）

　調査区北隅で確認した建物で大半が調査区域外となり

全容は不明瞭である。各ピットは深度に富み柱穴的であ

り、南側柱筋が規則的でないが他のピットが見られない

ことから３号掘立柱建物とした。

位置　２号掘立柱建物の南西７ｍの位置に本建物Ｐ８が

ある。道からは最も近いＰ１１でも４ｍ近い距離がある。

規模形状　確認できる東側柱筋は６．８５ｍ、南側柱筋は４．

６ｍを測る。比較的大型建物となる可能性があるが南東

隅が直角にならず、南側柱筋のピットも一列に並ばない。

Ｐ１３が北側へ逸れたと考えるとやや直角に近い南東隅と

なるが大型を想定する建物としては整美さに欠ける。各

ピットは径３０㎝前後の規模で１号ピット列や２号掘立柱

建物ピットと近似した規模である。各ピットの間隔は

芯々距離でＰ８－９間２３６㎝、Ｐ９－１０間２３５㎝、Ｐ１０－

１１間２１７㎝、Ｐ１１－１２間２７５㎝、Ｐ１２－１３間１８３㎝を測る。

２号掘立柱建物と比べ柱間幅は２倍近い値になってい

る。ほぼ直線的に並ぶ東側柱筋ピット間隔が規則的なの

に対し、並ばない南側柱筋ピット間隔が不揃いで両筋の

対称がより顕著に表れている。

埋没土　２号掘立柱建物同様Ａｓ－Ａの混入が見られず、天

明三（１７８３）年以前に埋没したと考えられる。

方向　Ｎ－２１°Ｅ（東側柱筋）　Ｎ－６２°Ｗ（南側柱筋Ｐ１１

－１３間）　Ｎ－６５°Ｗ（南側柱筋Ｐ１１－１２間）

備考　建物区画内に３号土坑がある。２号掘立柱建物以

上に道との角度が乖離し、道との距離もあり、街道に軒

を揃えようとする意図のない建物である。

４号礎石建物　（第２9図）

　調査区西側にある古墳時代１号住居の掘り下げ途中で

扁平な川原石が規則的に並んでいるのに気付いた。住居

の壁には沿わない方向に３石が並び、北隅の石から西方

向9０°の位置にも１石が配されており、別遺構を想定し

礎石建物とした。建物配置には合致しないが石の大きさ

や表面レベルの近い石５を併せて記載した。

規模形状　確認できた東側柱筋は長さ３．０５ｍで１号住居

内南側へさらに１石を想定することは可能である。個別

礎石の大きさは別表に記した。いずれも径２０㎝前後の川

原石で礎石としては小振りである。平面が丸い石より方

形に近い石を選んだように見える。各石の間隔は芯々距

離で石１－２間１６３㎝、石２－３間１５７㎝、石３－４間

１４８㎝を測る。石５は石４の西側２１６㎝の柱筋から鈍角に

開いた位置にある。東側の石２－４は特に上面レベルが

揃っている。住居床面から７～ １０㎝の高さで下側は床

面にほぼ接し、グリ石のような付帯物は見られなかっ

た。住居確認面からは３５㎝の深さにある。石５も近似し

た状況で石１のみ床面より浮いた状態だった。石１は北

側に隣接した住居カマド袖上に径１０㎝の扁平な礫が見ら

れた。

方向　Ｎ－１°Ｅ（東側柱筋）　

備考　石３は５号溝に前出している。住居内を掘り込ん

で礎石を置くならピット状の掘り込みがあったはずだ

第Ⅱ章　調査の内容
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第２８図　２号掘立柱建物・３号掘立柱建物

２号掘立柱建物

３号掘立柱建物

３　近世の遺構と遺物
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２号掘立柱建物計測表

Ｎｏ． 位置 形状
規模　（ｃｍ） 

長軸×短軸×深さ
備　考 写真

１４ ５６１－４０３ 楕円形 ４８×３０×４9 建物とは無関係か ＰＬ．９⑬
１５ ５６０－４０３ 形 ４８×３７×３５ ２基のピットの重複 ＰＬ．９⑭
１６ ５５9－４０４ 形 ２５×２３×１７ ＰＬ．９⑮
１７ ５５9－４０４ 形 ３４×２４×３６ 重複または抜柱痕あり
１８ ５６１－４０３ 形 ３０×２４×４３

３号掘立柱建物計測表

Ｎｏ． 位置 形状
規模　（ｃｍ） 

長軸×短軸×深さ
備　考 写真

８ ５６８－４００ 楕円形 ３８×２３×４７ 複数ピットの重複 ＰＬ．９⑤
９ ５６８－３9８ 円形 ２８×２４×３３ ＰＬ．９⑥
１０ ５６9－３9６ 円形 ３２×２３×４６ ＰＬ．９⑦
１１ ５７０－３9４ 円形 ２３×２１×３０ 断面に柱痕か ＰＬ．９⑨
１２ ５７２－３9５ 楕円形 ３０×２１×２１ ＰＬ．９⑪
１３ ５７４－３9６ 楕円形 ３４×２６×３０ ＰＬ．９⑫
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が、住居調査時には全く気付かなかった。抜柱した際に

住居埋没土壁が崩れたものと想定している。石３は５号

溝（本文４２頁）に前出している。住居埋没土の軟弱な土層

をきらって床面近くの深さまで礎石を埋めたのであろう

か。これら礎石に繋がる石が東側の工房跡を覆うように

旧地表面に配されていた可能性があるが、周辺は上面が

掘削されていて確認できない。

（４）鍛冶工房　（第３０図　ＰＬ．１０－①・②）

　調査区南隅は近年の建物土台など撹乱の激しい一画で

あったが、その隙間に地山が被熱赤変した部分が３カ所

見られた。各焼土には対になるようなピットがあり、そ

こに多量の鍛造剥片が含まれていた。焼土部分が炉の底

面でこの付近を鍛冶工房と考え、一括してこの項で扱っ

た。炉に前出する３２号土坑もこの項に含めた。

　ピットから多量の鍛造剥片等を出土しているが、詳細

は本文４８頁に記した。

１号焼土と１号ピット　（ＰＬ．１０－③・④、１１－①・②）

　調査区南隅で確認した明瞭な被熱赤変部分が２カ所並

んで確認され、西側を１号焼土と呼称した。

位置　３７１・３７２－６9８・６99

焼土　平面４５×４３㎝の不整円形を呈している。最深部の

確認面からの深さ１０㎝であるが、赤色味の強い部分は７

㎝の厚さである。鉄滓・鍛造剥片や炉壁片など製鉄関連

遺物は全く見られない。赤変しているが土質は地山と同

じであり、被熱した地山と判断した。この上に炉体があっ

たものと推定する。焼土上にある２層土が炉底壁の下に

敷かれた粘性土となる可能性がある。

第２9図　４号礎石建物
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４号礎石建物計測表

Ｎｏ． 位置 形状
規模　（ｃｍ） 
長径×短径

上面レベル
（ｍ）

備　考

石１ ６０６－３７２ 楕円形 ２５×１9 １１８．７８ 
一部欠損。上面北
側へ低くやや傾斜。

石２ ６０４－３７２ 不整方形 １８×１６ １１８．６０ 上面平坦。
石３ ６０４－３７１ 方形 １9×１７ １１８．６０ 上面平坦。
石４ ６０４－３６9 五角形 ２２×２０ １１８．６０ 上面ほぼ平坦。

石５ ６０６－３６9 五角形 ２３×２２ １１８．６２ 
上面やや凹凸。中
央が高い。
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鍛冶工房
１　赤褐色土　焼土。ＹＰ混じりのローム土が被熱により赤変硬化したも

の。灰や炭か物粒の混入は見えない。鮮やかな色で上面
ほど赤く漸移的に薄くなる。

２　黄褐色土　ローム状土。１層土上にあるＹＰ混じりの粗粒のローム状
土。１層との境は比較的明瞭だが、後からのせた土には
見えない。しまり有り。２’に３層土混じる。

３　暗赤褐色土　１層土の続きで斑状に紫色気味を帯びる変色部分。
４　黒褐色土　やや紫色気味　鍛造剥片が多量に入り、その酸化が紫色

に見せるのだろう。剥片はブロック状に入る。焼土なし。
４’に剥片の混入より多い。

５　黒褐色土　地山（土坑埋土）と４層土の混土。
６　しまり強い暗褐色土　土坑共通土層１層に近いＡｓ－Ａ混土でローム土

を含む。６’でローム極大。黒色土とのコントラスト顕著。
６”でＹＰの混入極めて多い。

７　黒褐色土　ボソボソした土。小礫多い（鉄滓あり）。７’で灰色粘性土
ブロック混じる。
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ピット　焼土の南側にあり、上端での間隔７㎝に近接し

ている。東側半分は前出する３２号土坑上にある。平面は

６１×５１㎝の不整楕円形を呈し、確認面からの深さ６㎝を

測る。底面と３２号土坑埋没土の境は不明瞭な部分があっ

たが、比較的平坦な底部と思われる。鍛造剥片を含む。

備考　南側の撹乱内には上面が平坦な礫がみられ、床石

であった可能性がある。前出する３２号土坑は埋没土にＡｓ

－Ａを含み、ピットは天明３年以降の施設である。

２号焼土と２号ピット　（ＰＬ．１１－③～⑥）

　焼土は１号焼土の東側７０㎝に並ぶようにして確認され

た。南側に近接する２号ピットとの間隔も１０㎝で、焼土

とピットが対になる工房のセットが想定できた。

位置　３７２・３７３－５9８

焼土　平面５８×４８㎝の形を呈し、確認面からの深さ１２㎝

を測る。１号焼土同様地山が赤変したようで遺物を含ま

ず、上面に２層土がある。

ピット　焼土の南側にあり、西側半分は３２号土坑上にあ

る。平面は６０×４9㎝の不整楕円形を呈している。底面は

なべ底状で確認面からの深さ３４㎝を測る。中層に長径１４

㎝の川原石が見られた。床石には難しい礫である。鍛造

剥片・粒状滓（湯玉）のほか微細な鉄滓や砥石片を出土し

た。

備考　２号ピット東側の窪みは明治時代の印版磁器片を

含むため撹乱扱いをしたが、ピットはこの撹乱に後出し

ており、明治時代以降の施設であることが分かった。

３号焼土と３・４号ピット　（ＰＬ．１１－⑦・⑧）

　１号住居東側にあり、焼土部分は当初住居のカマドを

想定した。３号ピットに大きく削られており、焼土と

ピットの組み合わせがあるなら本焼土と対になるのは４

号ピットであろう。

位置　３７３－６０１・６０２

焼土　３号ピットに西側を大きく削られ、わずかしか残

存していない。中央部分が残存しないため赤色の彩度は

１・２号焼土に劣る。確認できる規模は径２１㎝、深さ７

㎝である。

３号ピット　東側の焼土を大きく壊し、さらに西側は撹

乱で壊されている。鍛造剥片を含み鍛冶に係わる施設と

思われるが、３号焼土とは別の施設になる。確認できる

平面は南北軸６３、東西４０㎝以上で他のピットに比べ方形

に近い。確認面からの深さ１０㎝を測る。鍛造剥片・粒状

滓（湯玉）を含む。

４号ピット　焼土の東側４０㎝にあり、平面は６８×５７㎝の

楕円形を呈している。底面はやや狭く柱穴状で、確認面

からの深さ３７㎝を測る。埋没土内出土の鉄製品２点（第

３１図　ＰＬ．１７）を図示した。製鉄原料として持ち込まれた

可能性がある。極めて多量の鍛造剥片を含み、粒状滓（湯

玉）が混じる。

備考　北東側に広範な撹乱があり、全容を把握できたか

不明である。１・２号土坑に比べ焼土とピットの並びや

距離が異なり、１対の施設としてよいか不明である。

３２号土坑　

　１・２号ピットに前出する遺構で南隅は撹乱に壊され

全容を把握できていない。

位置　３７１・３７２－５9８

規模形状　長軸１２６㎝以上（推定１４０㎝）、短軸８６㎝の南北

に長い長方形を呈すと思われる。底面は不整で凹凸が多

く、近世の他の土坑と異なる。確認面からの深さは４７㎝

を測る。

埋没土　Ａｓ－Ａを含む。人為的に一気に埋め戻されたよう

な堆積状態でしまりは強い。

備考　出土遺物はない。製鉄に係わる施設であるか判断

できなかった。

第３１図　鍛冶工房出土遺物
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（５）　土坑（近世以降）　

（第３２ ～ ３６図　ＰＬ．１２・１７・１８　遺物観察表５８・５9頁）

　古代の土坑については本文１５頁以降に記したが、それ

以外の土坑について本項で扱う。

　調査区西側北寄りを中心に多数の土坑を確認してい

る。３カ所の土坑集中確認地点があり、西側にあり３８４

－６０８周辺を中心とする１７・３０号土坑などを含む土坑集

中地点Ａ（以下地点Ａと略す）、中央にあり地点Ａの東側

７ｍ付近で１１・２８号土坑などを含む地点Ｂ、地点Ｂの南

東側３ｍ付近にあり１５・２４号土坑などを含む地点Ｃの呼

称を設定した。なお、３２号土坑は鍛冶遺構内にあり、そ

の項ですでに記し、ここでは扱わなかった。

　地点Ａは天明３年以降と確認される土坑主体で、Ｂ地

点は天明３年以前と想定されるものが多かった。

　遺構図は第３２図以降に示したが番号順の掲載ではな

い。出土遺物は３８・３9頁に一括して記した。遺物では時

期の明らかな陶磁器類は１８世紀以降のものである。金属

製品が比較的多く出土し、１３号土坑出土の火打金は本遺

跡の唯一例である。

　個別土坑の説明については３9・４０頁の一覧に記した。

土層には共通の土層註を用いた。基本的な土質について

は算用数字で表し、混入物等の付帯事項をアルファベッ

ト小文字で組み合わせた。この記号は古代の土坑でも使

用している。

（基本土質）

１　暗灰色土　Ａｓ－Ａの混入の多い土。

２　灰黄褐色土　Ａｓ－Ａの混入のやや多い土。

３　暗黄褐色土　２区通有の粘性土。ローム粒や灰色味

をおびた弱粘性粗粒土（山砂に近い）等雑多な混入物

からなる。

４　暗灰褐色土　山砂に似たような粗粒弱粘性土。

５　黒褐色土　Ａｓ－Ａ下の壌土。

６　黒褐色土　しまりのある弱粘性土。

７　暗褐色土　暗褐色土とローム土・ローム状土の混土。

８　暗黄褐色土　ローム土主体で黒色土を不均等に含む。

（付帯事項）

ａ　Ａｓ－Ａを含む。ａ’では少量の混入。

ｂ　Ａｓ－Ｃらしい軽石を含む。ｂ’では少量の混入。

ｃ　ローム粒を含む。ｃ’では少量の混入。

ｄ　ロームブロックを含む。ｄ’では少量の混入。

ｅ　漸移層のようなローム状土を含む。

ｆ　細かな礫を含む

ｇ　しまり弱い。

ｈ　しまり強い。

第３２図　近世以降の土坑（１）

１号土坑

３３号土坑

３　近世の遺構と遺物
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第３３図　近世以降の土坑（２）

土坑集中地点Ａ

２３号土坑
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第３４図　近世以降の土坑（３）

土坑集中地点Ｂ

８号土坑 ９号土坑 １２号土坑

１６号土坑

３　近世の遺構と遺物
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第３５図　近世以降の土坑（４）および出土遺物（１）

土坑集中地点Ｃ
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１坑－１

１坑－２

１２坑－３

１３坑－４

１３坑－５（１／４）
１３坑－６（１／４）

１５坑－８

１５坑－９（１／４） １３坑－７（１／６）



０ 10㎝１:３

０ ５㎝１:２

第３６図　近世以降の土坑出土遺物（２）

第３表　土坑一覧（近世）
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№　
　挿図 位置 長軸×短軸×深さ（ｃｍ）

遺物と埋没土 備考
　写真 形状 軸方向

１
第３２図 
ＰＬ．１２①

３9０－５７０  
円形

１５７×１４５×７８ 
Ｎ－２７°Ｅ

皿１は底面から５８ｃｍ。上面礫
多い。掘り直しの可能性。

天明３年以降。方形周溝墓に後出。底面平坦。道北側
側溝の北西１．６ｍに位置する。

８
第３４図 
ＰＬ．１２②

３８３－５99 
長方形

１８9×７５×２9 
Ｎ－１°Ｅ

２層土。
地点Ｂ南に隣接。天明３年以降。２段底状で北側が５
㎝深い。

９
第３４図 
ＰＬ．１２③

３８６－５9６ 
円形

６５×５８×４０（２７） 
Ｎ－６８°Ｅ

掘り直しの痕跡。
地点Ｂ東に隣接。天明３年以降。２時期あり旧坑はピッ
ト状、新坑は底面平坦。

１１
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８６－５99 
長方形

１３５×７０×７9 
Ｎ－８６°Ｗ

近世陶磁器片３片。
地点Ｂ南隅３基の西隅にある１基。１１Ｂ号土坑に後出。
西壁はオーバーハング。

１１Ｂ
第３４図 
ＰＬ．１２④

   －    
長方形

１２１×６７×５６   
Ｎ－８７°Ｗ

１１号土坑東側にあり同土坑に前出。１１Ｃ号土坑に後出
か。

１１Ｃ
第３４図 
ＰＬ．１２④

   －    
長方形

（１６０）×６６×４６   
Ｎ－８６°Ｗ

地点Ｂ内。２５号土坑に前出。底面は平坦で西側は傾斜。

１２
第３４図 
ＰＬ．１２⑤

３８０－５9６ 
隅丸長方形

１１８×６７×３５ 
Ｎ－８２°Ｗ

埋没土内より羽口片３と砥石
１４、鉄器１５。近世陶磁器片１
片。

地点Ｃ南西に隣接。底面は比較的平坦。上面は撹乱か。

１３
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８２－５9５ 
長方形

１２５×６４×５８ 
Ｎ－８9°Ｅ

埋没土より４～６、鉄器１６・
１７。他に土師器１片、近世陶
磁器２４片。

地点Ｃ南西隅。１５Ｂ号土坑に前出。１４号土坑と重複。
底面は東側へ低くわずかに傾斜。壁は短軸側で垂直、
東西側で上方へ開く。

１４
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８２－５9５ 
長方形

１２２×５７×５9 
Ｎ－３°Ｗ

地点Ｃ南西隅。１３号土坑と重複。底面平坦。北壁は１３
号土坑とほぼ一致。

１７坑－１０

１７坑－１１

１７坑－１２

１８坑－１３（１／４）

１２坑－１４

１２坑－１５

１３坑－１７

１７坑－１８

１３坑－１６
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№　
　挿図 位置 長軸×短軸×深さ（ｃｍ）

遺物と埋没土 備考
　写真 形状 軸方向

１５Ｂ
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８３－５9４    
長方形か

１８２×（８６）×４３    
Ｎ－８８°Ｅ（南辺）

地点Ｃ南東側にある大型土坑。１３・１５号土坑に後出。

１６ 第３４図
３８４－６０４      
長方形

１２２×５２×３５ 
Ｎ－８５°Ｅ

地点Ｂの東に隣接。天明３年以降。２号住居に後出。
底面は平坦。

１７
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

６０６－３８２ 
長方形

（１9２）×６６×３9 
Ｎ－８８°Ｅ

埋没土より１０ ～ １２、鉄器１８。
他に土師・須恵４片、近世陶
磁器１４片。

地点Ａ南隅。天明３年以降。１７Ｂ号土坑に前出。底面
はわずかだが階段状に西側へ低く、数次の掘り直しの
可能性。特に東隅は底面に正方形遺構重複の痕跡。

１７Ｂ
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８３－６０７  
－

２２５×（9６）×２０ （１１）   
－

１７号土坑北側部分の総称で複数遺構の可能性。天明３
年以降。１７・１８号土坑に後出。底面は東側でやや高い
が他はほぼ平坦。

１８
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８３－６０６ 
長方形

１２８×６７×４２ 
Ｎ－８７°Ｅ

埋没土より在地陶器１３。他に
近世陶磁器６片。

地点Ａ東側。天明３年以降。１７Ｂ号土坑に前出。底面
は南側へやや低く傾斜。

１８Ｂ
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８４－６０７    
長方形か

（５０）×５３×３１    
Ｎ－８１°Ｗ

１８号土坑西側に重複。

１9
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８３－６０７ 
長方形

（１２６）×５８×５０ 
Ｎ－３°Ｅ

地点Ａ西側。天明３年以降。１７Ｂ号土坑に前出か。１８Ｂ・
２０号土坑とも重複。

２０
第３３図 
ＰＬ．１２⑪

３８３－６０８ 
長方形

１２４×６８×６６（８３） 
Ｎ－４°Ｅ

地点Ａ西側。天明３年以降。南側１段窪むような方形
深部あり。東側に掘り直し痕または後出する別遺構が
存在。１9・２9号土坑と重複。

２１ 第３３図
６０５－３８１ 
長方形

（１０６）×６０×２０ 
Ｎ－８０°Ｅ

近世陶磁器１片。
地点Ａ南２５㎝に近接。天明３年以降。２２号土坑と接す
るようにして重複。

２２ 第３３図
３８１－６０５ 
隅丸方形

８０×（７３）×２１ 
Ｎ－１１°Ｗ

地点Ａ南に近接。２１号土坑と重複。天明３年以降。南
側上端は撹乱に削られる。底面は皿底状。

２３
第３３図 
ＰＬ．１２⑫

３８１－６１０ 
長方形

１１５×６５×３１ 
Ｎ－８０°Ｗ

地点Ａ西側に隣接。底面はほぼ平坦で地山傾斜と逆に
東側がわずかに低い。

２４
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８３－５9４ 
長方形

１４５×７５×８５ 
Ｎ－８５°Ｗ

地点Ｃ北側４基以上の土坑のうち中央最深部分。天明
３年以降。１５号土坑に前出か。

２４Ｂ
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８４－５9４   
長方形

２０５×５9×６７    
Ｎ－ ８８°Ｅ

地点Ｃ北隅。２４号土坑北側に重複。底面平坦。

２４Ｃ
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８３－５9４    
方形か

（３７）×－×３８    
－

１５Ｂ号土坑北東側に底面が４㎝前後高い部分があり２４
Ｃ号土坑を設定。

２４Ｄ
第３５図 
ＰＬ．１２⑦

３８４－５9７    
長方形

７５×５２×６０    
Ｎ－５°Ｅ

地点Ｃ北西隅。２４号土坑西側の広い窪み（北側は撹乱
で不明瞭）の西隅部分。

２５
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８６－５9７ 
隅丸正方形か

（７８）×８０×２４ 
Ｎ－１１°Ｅ（東辺）

地点Ｂ南東隅。天明３年以降。１１Ｃ号土坑に後出。底
面は比高５㎝前後の凹凸。

２６
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８７－５99 
長方形か

9０×（５８）×３５ 
Ｎ－８６°Ｗ（南辺）

地点Ｂ北西隅。北側は調査区境となる。

２６Ｂ
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８７－６００    
－

－×（７８）×３８ 
－　

１１号土坑と２５号土坑間の不明瞭な窪み部分。

２７
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８７－５9８ 
長方形か

（８０）×（７１）×２9    
Ｎ－８１°Ｅ（南辺）

地点Ｂ北側３基以上の土坑のうち北隅の広い部分。北
側は調査区境となる。２８号土坑に後出。

２７Ｂ
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８７－５99    
長方形

５８×４８×５３    
Ｎ－８４°Ｅ

地点Ｂ北側で最深の土坑。底面は細かな凹凸あり。
２７・２７Ｃ号土坑と重複。

２７Ｃ
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８７－６５9   
長方形形

７８×（５３）×３７   
Ｎ－８７°Ｗ（南辺）

２７Ｂ号土坑の南側に重複。

２８
第３４図 
ＰＬ．１２④

３８７－５9７ 
長方形か

（１２１）×（５８）×５５ 
Ｎ－８２°Ｗ（南辺）

地点Ｂ北隅。北側は調査区境となる。２７号土坑に前出。
東壁は緩やかに立ち上がっている。

２9
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８４－６０８ 
長方形か

（１１０）×（１０８）×４０ 
Ｎ－３°Ｅ（西辺）

地点Ａ北西隅。北側は調査区境となる。３０号土坑に前
出。２０号土坑と重複。

３０
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８４－６０７ 
長方形か

（9４）×６３×４５ 
Ｎ－５°Ｗ

地点Ａ北隅４基以上の土坑の最深部分。北側は調査区
境となる。南隅に方形の深部あり２０号土坑に類似。２9
号土坑に後出。

３０Ｂ
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８５－６０７    
長方形か

（１１８）×（５４）×４４   
Ｎ－１°Ｅ（東辺）

３０号土坑東側に重複。北側は調査区境となる。３０Ｃ・
Ｄ号土坑と重複。

３０Ｃ
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８４－６０７    
長方形か

（１２４）×（８０）×２５   
Ｎ－１°Ｅ（東辺）

３０Ｂ土坑の南側に重複。東辺は同土坑と共有か。

３０Ｄ
第３３図 
ＰＬ．１２⑧

３８４－６０７   
長方形か

（４４）×５２×２６    
Ｎ－８０°Ｗ

地点Ａ北東隅。東側は撹乱により不明。３０Ｂ・Ｄ号土
坑と重複。

３３ 第３２図
３６８－６０9 
長方形か

１７３×（５０）×３9 
Ｎ－８２°Ｅ

土師・須恵９片、近世陶磁器
２片。

調査区西隅に離れて存在。南側は調査区境。
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１

（６）溝　

　道の側溝および方形周溝墓として名称を変えた溝以外

に２条の溝を調査した。どちらも明瞭な遺構ではないが

この項で一括して扱った。調査時の名称を踏襲したため

４号溝からの始まりとなった。

４号溝　（第３７図　ＰＬ．１８）

　調査区中央付近の１号方形周溝墓南西溝の西側で確認

した。東側は地山を削り込んだ後世の削平面で北側にも

撹乱がかかり全容を把握できていないが隅付近まで調査

できたようだ。付近は機械で転圧されたような硬さで残

存状態は良くなかった。

位置　南東隅３８３－５８４　北西隅３８６－５８７　

第３７図　４号溝・５号溝および出土遺物

４号溝 ５号溝

３　近世の遺構と遺物
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４号溝
１　暗褐色土　Ａｓ－Ｃと思われる軽石混じりの黒色土。方形周溝遺構の溝

にくらべると軽石の混入多くしまりも強い。１’はローム
小ブロックが混じる。

２　暗黄褐色土　ローム土と黒色土の混土。方形周溝遺構の溝下層土と
も近似している。軽石の混入はない。
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規模形状　全長３．9１ｍ以上、幅４9 ～ １０７㎝で細い部分は

北西隅付近のみである。底面は比較的平坦で深さ１３ ～

２３㎝を測る。底面レベルは中央付近が深く、北西隅付近

は特に浅い。土坑に近い施設である。

方位　Ｎ－４４°Ｗ

備考　出土遺物はない。上層埋没土は古墳時代の遺構と

近似しており、これが埋戻し土でなければ古代の遺構と

なる可能性がある。

５号溝　（第３７図　ＰＬ．１３－①・②）

　１号住居上面で確認した。地山上より住居上部分でよ

り明瞭に確認できた溝である。南東隅は調査区境にかか

り全容を把握できていない。

位置　南東隅３７０－６０３、北西隅３７４－６０６

規模形状　確認できた範囲で全長４．9８ｍ、幅２9 ～ ６４㎝

を測る。中央付近で小さく「く」の字状に屈曲し、屈曲部

の北西側で細い。底面は平坦で確認面からの深さ８～

１３㎝を測る。底面は北西部分で傾斜と逆に北西側に向

かって高くなるが、南西側ではほぼ平坦で水路的ではな

い。

方位　Ｎ－３６°Ｗ（北西側）　Ｎ－４０°Ｗ（南東側）

備考　図示できた遺物はないが、土師器と近世陶磁器片

を４片ずつ出土している。４号礎石建物の石２に後出し

ている。埋没土はＡｓ－Ａと思われる軽石混じりの粗粒土で

近世土坑と同質の褐色土だった。

（７）石垣　（第３８・３9図　ＰＬ．１３－③、１８　 遺物観察表

５9・６０）

　調査区西隅の傾斜地で等高線に沿うよう直線的に据え

られた礫があり、部分的にＡｓ－Ａが見られ、江戸時代の石

列と考えた。礫は２石以上積まれた部分があるが、最上

部の礫が細長い小型の礫で、さらに上段に１石程度石が

積まれていたことが想定される。旧状では高さはあまり

ないが石垣であったと考え、この石列を石垣と呼称した。

石垣の西方は水路へ続き、地境の石垣であったと思われ

る。傾斜地にあって石垣西脇は平坦であり、踏み固めは

見られないが道状の施設であった可能性がある。

位置　３７４－６１６（南隅）　３８０－６１５（北隅）

方向　Ｎ－７°Ｅ

規模形状　石列部分は全長で６．9５ｍ部分を確認した。北

側に石垣が延長するなら痕跡は残るはずである。南側石

垣下面は高くなって浮くような状態で、石垣が削平され

ても痕跡は残らない可能性がある。使用されている礫は

川原石が多い。下段には最大で長軸５０㎝前後の礫を裏

側（斜面上面）だけ掘り込んで小口を繋ぐようにして並

べ、裏込めは見られない。その上に一部小口を見せるよ

うにして細長い礫が置かれている。ただし図Ａ－Ｂ間の

１．７ｍ部分のみ長さ１８㎝前後の細長い礫を小口積みして

ある。出入口状の隙間を塞いだように見えるが、周辺に

窪みや硬化面は確認できない。残存する石垣上面と西側

平坦面の比高差は３０㎝前後である。

第３８図　石垣

第Ⅱ章　調査の内容
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

出土遺物　石垣周辺は西脇付近を中心に遺物の出土が多

く、陶磁器７点と羽口３点を図示した。陶磁器は完形近

くまで復元できた個体はない。羽口は８のように残存状

態が良く、また複数の個体が出土したのは１号井戸以外

では本遺構のみである。図示した以外に土師器４片の他

近世の磁器１片・陶器１３片、近代の磁器２片を出土して

いる。焙烙などの煮沸具が出土していない。

備考　石垣隙間や西脇平坦面にはＡｓ－Ａが見られ、一部で

は踏み込まれたような窪みに火山灰も残っていた。天明

３年に残存していた施設と考えられる。なお、石垣北側

延長の部分の調査区境には道状の窪みにＡｓ－Ａを廃棄した

痕跡が見られる。

第３9図　石垣脇出土遺物

３　近世の遺構と遺物
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（８）耕作痕　（第４０図　ＰＬ．１３－⑤）

　１号道上面路確認時に路面を覆うＡｓ－Ａが途切れる場所

で見られた細い溝状の窪みで、中に混入物の少ないＡｓ－Ａ

が鋤き込まれるようにして確認された。畑の畝間に相当

する耕作痕と思われる遺構でこの項で扱った。北側の広

い痕跡と南西側の小規模な痕跡では走向が異なり別の耕

作痕になると思われる。

位置　４０６－５５０（北東隅）　３9６－５６２（南東隅）

形状規模　北東側は長さ１１ｍ、幅２．４ｍの範囲に見られ

る９条以上の畝間である。最長部分で６．２ｍを測るが

１．５ｍ前後の部分が多い。幅は７～ １６㎝で一様ではない。

畝間の間隔は芯々距離で２５ ～ ３５㎝と短く、２時期以上

の重複する畝間と思われる。南西側は長さ１．9ｍ、幅

０．9ｍの範囲に３条の畝間が見られる。畝間の規模は近

似している。最長部分で１．７ｍの長さがあり畝間芯々間

隔は４０㎝前後で北西側耕作痕よりやや広い。

方位　Ｎ－５２°Ｅ（北東側）　Ｎ－６２°Ｅ（南西側）

備考　１号道上のみで見られた痕跡である。この地点周

辺にはＡｓ－Ａが残存していたため明瞭な掘り込み痕跡を残

したものである。畑であれば広範に痕跡をとどめるはず

だが、他の部分では耕作前にＡｓ－Ａ除去作業が終了して痕

跡を残さなかったものと思われる。Ａｓ－Ａ降下後、一定時

間を経て軽石上に新たな土壌が堆積してからの耕作痕と

推定できる。

（９）その他の遺物　

（第３２ ～ ３４図　ＰＬ．１８・１9　遺物観察表６０・６１頁）

　遺構に伴わない遺物や撹乱内の遺物をここで一括して

扱った。いずれも近世以降の遺物である。陶磁器１８点、

在地土器等５点、羽口６点、砥石６点、石造物１点、金

属製品９点、古銭４点を図示した。羽口・砥石など鍛冶

に係わる遺物の出土が目立つ。鉄製品にも４２ ～ ４５の不

明棒状品があり、製鉄素材であった可能性がある。

土師器・須恵器等古代の土器は２７片の出土があったがい

ずれも小破片だった。近世陶磁器は遺構外から他に２１０

点の出土があった。

第４０図　畑耕作痕

第Ⅱ章　調査の内容
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０ 10㎝１:３

第４１図　その他の遺物（１）

３　近世の遺構と遺物
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０ 10㎝１:４

０ ５㎝１:２

第４２図　その他の遺物（２）

第Ⅱ章　調査の内容
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０ ５㎝１:２

第４３図　その他の遺物（３）

３　近世の遺構と遺物
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（１０）鍛冶遺物の観察（ＰＬ．２０）

　鍛冶に係わる遺物は多くの遺構から出土している。羽

口１６点で例示すれば１号井戸７点を最多に、１号道側溝

１点、石垣３点、遺構外６点がある。これらは遺構ごと

に図示した。その他鍛冶滓や鍛造剥片など図示できな

かった遺物について一部は写真（ＰＬ．２０）で示し井戸出土

の鍛冶滓と、鍛冶遺構周辺ピット出土の鍛造剥片類につ

いてこの項で説明を加えた。

井戸出土遺物　

　井戸からは羽口の出土があったが、椀型滓の出土量が

きわめて多かった。調査段階で微細片を除く鍛冶滓を取

り上げ、洗浄作業を行った。炭化物等の出土はなかった

が他に粘土溶解物などもあり、付近で鍛冶作業を行って

いたことが分かる。なお、鍛造剥片等の微細物混入につ

いての精査は行わなかったが、鉄滓分類作業の中で確認

できるものはなかった。

　整理作業の中で鉄滓は重量によって２５０ｇ以上の大破

片、１２５ ～ ２５０ｇの中破片、１２５ｇ以下の小破片にわけ、

中破片以上と小破片内でも比較的大きな資料については

感覚的な分類ではあるが、磁着強・磁着中・磁着弱・非

磁着にわけて重量の比を第４表に示した。

　総量で約６１㎏の鍛冶滓を出土しているが、ほとんどす

べてが椀型鍛冶滓であった。羽口付着の鍛冶滓も多く、

多数の炉の破片であることが分かる。他に粘土溶解物が

３9０ｇあるが、鍛冶滓に付着しているものは粘土溶解物

に含まなかった。鍛冶滓は２５０ｇ超の大型片はわずかで、

１００ｇ前後に細かく崩れた状態だった。磁着の強さで見

れば、磁着の強いものほど大きな破片に多く、反対に磁

着の弱いものは小さな破片で比率が高くなる傾向が明瞭

に窺える。磁着の強いものほど厚手で強度に富み、割れ

にくかったことが表れた数値である。

　鍛冶滓は井戸出土以外にも総量で１０㎏以上出土してい

るが、いずれも撹乱内や表土内のもので、鍛冶遺構ピッ

トを含め、他の遺構から出土する例はなかった。

　なお粘土溶解物の一部をＰＬ．２０の⑰に１／３縮小写真で示

した。

鍛冶遺構ピット出土遺物　

　鍛冶遺構と考えた３カ所の焼土には対になるようにし

てピットが伴い（３号焼土には２基のピット）、合計４基

のピットを調査したが、これらピットには掘削段階で見

えるほどの多量の鍛造剥片が混入していた。この埋没土

は全量持ち帰り、整理段階で一部を洗浄した。洗浄によっ

て水溶物を除去したものを洗浄土とし、乾燥後、礫など

を除去し、磁石による磁着物分離を行い、磁着物以外を

残渣とした。土量と洗浄によって得られた資料は第５表

のとおりである。

　調査した土量のうち１データは総量と洗浄土量を欠い

ている。ピット全体の土量は１２４㎏以上になるが、おお

よそ１０%にあたる１２．１㎏以上の土を洗浄した。

　磁着物には鍛造剥片と砂鉄のほか、磁帯した岩砕まで

含まれ、鍛造剥片の総量を示すものではない。目の間隔

０．８㎜の篩で砂鉄と鍛造剥片の分離を試みたが、きわめ

て微細で粉のようになった鍛造剥片が多く、分離は不可

能だった。

　磁着物を重量および洗浄土量中の割合で示すと、１号

ピット２9３ｇ（３０．１%）、２号ピット１４１５ｇ（４１．１%）、３

号ピット１３２ｇ（８．２%）、４号ピット８０８ｇ（１６．9%）およ

び２号ピット下（３２号土坑表層部分）６２８ｇ（４9．７%以下）

となった。

　なお、サンプルとして０．８㎜の篩による分離を試みた

３点についての資料を第６表に示した。磁着物のうちピ

ンセットで選別できた確実な鍛造剥片は２パーセント前

後で、篩落下物を含めると感覚的には２０%程度が鍛造剥

片のように見える。砂鉄も少なくなかったが、ピット内

に砂鉄を蓄えたような状態を想定できるものではない。

　ＰＬ．２０の⑨～⑫に粒状滓を２倍に拡大した写真を示し

た。また鍛造剥片で特に大きなものを⑬～⑮に２倍に拡

大で示した。⑯は最も磁着物の多い２号ピット下で選別

した鍛造剥片の一部を等倍で示した。
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第４表　１号井戸出土鍛冶滓の分類（単位：ｇ）

第５表　鍛冶遺構ピット内土壌の内訳（単位：ｇ）

第６表　磁着物サンプルの分類（単位：ｇ）
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重量分類 強磁着 中磁着 弱磁着 非磁着 総量 備考

２５０ｇ以上
9８８ ２７9 １２６７

ＰＬ．２０-①～③７８% ２２% ０% ０%
３片 １片 ４片

１２５ ～ ２５０ｇ
１７４9 ６８６５ ３６１9 ２０７７ １４３１０

ＰＬ．２０-④～⑧１２% ４８% ２５% １５%
１０片 ４３片 ２２片 １４片 ８9片

１２５ｇ以下
３０６７ １２４４６ １１9５６ ５３６０ ３２８２9

おおよそ６０ｇまで
９% ３８% ３６% １６%

（小片） １３０１５ おおよそ６０ｇ以下
総重量 ６１４２１

ピット 
Ｎｏ． 位置 全土量 洗浄土量 洗浄後 

土量 磁着物量 残渣 その他遺物 備考

１ ６５００ ４６２ ２５０ １１７ １３３ 位置不明
１ ４１１０ ５１３ ２８７ １７６ １１１ 位置不明
２ 上層 ５４８０ ５３０ ３８３ ２８9 9４
２ 中層 ７０２０ ６３０ ３７８ １３０ ２４８ 砥石細片 サンプルＡ
２ 中層 ８６７０ ８７２ ５9８ ４２４ １７４ 陶器細片
２ 下層 ６１５０ ５１７ ３８１ ２9８ ８３
２ 下層 ８３9０ ８9８ ５５３ ２７４ ２７9

２ ピット下 9２１ ３６４ ５５７ 粒状滓
全土量計測欠く 
土坑部分　サンプルＢ

２ ピット下 ６７１０ ５７9 ３０４ ４9 ２５５ 土坑部分
２ ピット下 ８１８０ ６８４ ４１４ ２１５ １99 土坑部分
３ 上層 ２８８０ ４８８ ２３０ ３４ １9６
３ 上～中層 ７５５０ ６６３ ３２７ ７８ ２４9 粒状滓
３ 下層 ３５３０ ４６４ ２３３ ２０ ２１３
４ 上層 ５２２０ ４9５ ２５４ ６４ １9０
４ 上層 ５５３０ ５０６ ２７１ １０６ １６５ 粒状滓
４ 中層 9０３０ １０７４ ７３9 ３６５ ３７４ サンプルＣ
４ 中～下層 ６４７０ ６０８ ２５２ ５１ ２０１
４ 中～下層 ８０３０ ８１５ ４２１ １３２ ２８9
４ 下層 ７７３０ ７４１ ５５６ ７４ ４８２
４ 最下層 ７２１０ ５５４ ３７６ １６ ３６０

サンプル 総重量 篩落下物 鍛造剥片 その他 備考
Ａ ２２５．０ １３9．５ ４．５ ８１．０ ２号ピット中層
Ｂ １9１．１ １１３．9 ２．７ ７４．５ ２号ピット下（土坑部分）
Ｃ １５０．６ １１０．9 １．５ ３８．２ ４号ピット中層

　篩目は８㎜。落下物には微細鍛造剥片と砂鉄が多量に混じる。その他は磁帯した岩
砕等。

　強磁着は磁石に付いて持ち上がるほどの磁力、中磁着は磁石に反応する程度、弱磁着は磁力を感じる程度、
非磁着はほとんど反応しないものと、感覚的に分類した。

　その他遺物では磁着物・残渣から除外してある。



　Ⅰ．吉井川下宿遺跡と中野孫三郎

　吉井川下宿遺跡は、国道２５４号線の改良工事に伴って

発掘調査を行った。調査地点は地元の方々の間でも火打

金生産が行われていた場所として知られていた。調査の

結果、鍛冶跡が見つかりはしたものの、火打金が生産さ

れていた時期に特定しづらい状態であった。大量に生産

されたであろう火打金も携帯用が１点出土したのみであ

り、この場所で生産されたと結論できない。そこで、調

査地点がどのような場所かを記録や絵画資料から検討し

てまとめにかえたい。

　遺跡の所在する群馬県高崎市吉井町は、文化・文政期

から明治１０年代にかけての「上州吉井火打金」生産地とし

て知られている（１～３）。上州吉井火打金は『守貞漫稿』に

「上州△△吉井氏の製ヲ良トス」と記されている（４）。ま

た、『天保時代名物競』という見立て番付に、火打関係

では「上州 吉井火打鎌」と「三河 吉田ぼくち」の二つが対

置されている（５）。以上のように、吉井火打金は江戸時

代末頃にはブランドとして広く知られる存在となってお

り、江戸では文政年間から天保年間に次第に評判となっ

ていった（６）。地元の吉井郷土資料館には、火打金生産

と販売を物語る暖簾や看板、引札版木などが保管されて

いる。

　調査地の南側を通る国道２５４号線は、江戸時代の中山

道脇往還として利用され、通称「姫街道」と呼ばれてい

た。調査地は国道が南から延びた丘陵の裾を回り込むよ

うに曲がる場所に位置する（第４４図）。この場所を昭和１６

年頃の耕地図（第４５図）で確認すると、耕地図では短冊形

地割りがより明瞭に残るという違いがあるものの、川や

道といった大まかな地割りは一致する。更にこの場所を

明治６年頃の『多胡郡川内村絵図』（７）で確認すると、細

かい地割りにいたるまで耕地図と一致する。街道は丘陵

裾部を回り込むようにカーブした後に直線となり、直線

となる変換点に４つの点が描かれている。このマークは

凡例に記載がないが、吉井宿東側の境（入り口）を示すも

のと考えられる。ここから西（左側）の直線部分には、街

道両側に短冊形地割りが並ぶ。東側から吉井宿に入って

北側の短冊形地割り二つ目に中野孫三郎の名が確認でき

る（第４６図）。

　調査地点は街道上のマークと短冊形地割りから考える

と吉井宿の東側入り口付近にあたり、明治１５年（１８８２）、

に吉井町と合併する以前は川内村であった。川内村は明

治３年（１８７０）以前は上下二ヶ村に分かれていた（８）。こ

の絵図に調査区をあてはめると、調査区西側が絵図に示

された中野孫三郎屋敷地の街道に面した部分にあたり、

屋敷地の南側約１／３を調査したことになる。

　Ⅱ．川内村 中野孫三郎（中野屋孫三郎）

　明治８年（１８７５）の『以書付奉願預候』の控えによると、

中野孫三郎は、「河内村中野孫三郎」が吉井町の火打職人

に対して看板と火打金の銘を改めるよう訴えている（９）。

また、この文書には「上州吉井中野屋孫三郎女作と銘を

切付」たことも記されている（１０）。つぎに吉井宿での火打

金生産量であるが、『明治八年七小区物産下調簿』（第４７

図）によると「火燧金大」吉井町１０，５２３丁・川内村２，５００丁、

「火打金中」吉井町１５，５１７丁・川内村記載なし、「火打金小」

吉井町３８，８１３丁・川内村３，５００丁である（１１）。今のところ、

川内村で火打金生産を行っていたのは中野孫三郎のみが

判明しているが、吉井町では明治５年（１８７２）で４軒が生

産を行っていた。また、川内村の孫三郎を含め、いずれ

も吉井宿内で街道に面している（３）。個々の生産規模が

不明であるが、明治８年の産額と明治５年の生産者比率

をみる限り、川内村での生産量は決して少なくないとい

えよう。

　江戸時代の史料は非常に少ないが、文政１０年（１８２７）に

刊行された『諸国道中商人鑑』（第４８図）は重要である（１２）。

この書は広告代に応じて街道沿いの商家を宿場毎に紹介

した旅人向けの情報誌である。この中で「上州吉井之部」

の最初に「本家火打所 吉井入口右側 中野屋孫三郎」が看

板の絵と共に紹介されている（１３）。この書は街道の東側

から順に掲載しているので、「吉井入口右側」は『多胡郡
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川内村絵図』にあった中野孫三郎の屋敷付近を示すこと

になる。さきに紹介した『以書付奉願預候』には、数十年

間操業してきた旨の記載があるので同一場所の可能性は

高いといえよう。

　Ⅲ．江戸・東京の吉井火打金と川内村 中野屋孫三郎

　江戸・東京の吉井火打金と川内村の中野屋孫三郎との

関係を示す引札が近年見つかった（第 ４9 図）。この引札

は反故紙として使用されたため裏の文字が透けて見づら

いが、「江戸両国 鍛冶屋吉五郎」が「賣弘所」として吉

井火打金の販売を行っていたことがわかる。販売者が鍛

冶屋であるので製作も行っていた可能性が高い。ここで

目を引くのは、「摠本家 上州多胡郡河打村吉井町東ヨリ

入口 中野屋孫三郎兼重女作」の記載である（１４）。

　以前紹介した引札（第 ５０ 図）では、単に「吉井本家」

の「取次所」や「賣弘所」としているのに対して（３・

１５）、本引札は吉井川下宿遺跡の調査区西側に所在した川

内村の中野屋孫三郎を具体的に示している点に特徴があ

る（１６）。そして、江戸・東京の引札に総本家として名称

と場所が示されている川内村の中野屋孫三郎は、吉井宿

の火打金生産者の中でも名の知れた存在であったとは考

えられないだろうか（１７）。

　以上、調査区内に位置した「火打所 中野屋孫三郎」

に関して述べてきたが、指摘できた点を簡潔に記すと以

下のようになる。

１．調査区西側は江戸時代から明治時代と続いた川内村

（現高崎市吉井町）の「火打所 中野屋孫三郎」の屋敷地

であった。

２．川内村の中野屋孫三郎は、吉井宿火打金生産者の中

にあって、江戸・東京にまで知られる存在であった。
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注
１．「火打鍛冶職中野孫三郎一族墓」が高崎市指定史跡となっている。
２．『吉井本家の火打金－上州吉井宿の特産品－』吉井町郷土資料館　

２００１
３．大西雅広「上州名産の「吉井火打金」」『群馬の遺跡７ 中世～近代』上

毛新聞社　２００５
４．朝倉晴彦編『合本 自筆影印 守貞漫稿』東京堂出版　１9８８　
　△は判読不能
５．畑　麗「火打ち道具の文献 近世」「火打ち道具の絵画資料 近世」『火

打ち道具の製作　調査と映像記録』江戸東京博物館　２００２
６．林　英夫、芳賀　登　編『番付集成 下』柏書房　１9７３、№２１１、この

番付は書体や枠にページ番号が付けられていることから、後世に翻刻
された番付と考えられる。執筆時には原本や影印は確認できていない。

７．『群馬の地名』平凡社　１9８７
８．『第十三大区小七区　多胡郡川内村絵図』群馬県立文書館蔵
　吉井町は多胡郡に属していたが、明治２9年の郡再編成により多野郡に

属した。その後、２００9年には高崎市に編入された。
９．原本を未確認のため史料掲載を控えるが、コピーを使用した。複写

史料の存在は長谷川寛見氏のご教示による。この史料に記された複数
の氏名は、他の史料や勧業博覧会出品目録でも確認でき、原本を複写
したものと考えている。

１０．大西雅広「民具資料から見た吉井火打金　『群馬考古学手帳 １０』群馬
土器観会　２０００」でも触れたように、民具資料で「上州吉井中野屋孫三
郎女作」の鏨銘を入れる火打金は少ない。この史料のとおりに銘を入れ
ていたとすれば、現存資料でみる限り、他所（江戸・東京）での生産量
が多いことになるが、この点については今後の課題である。

１１．吉井郷土資料館蔵
１２．三井文庫蔵
１３．吉井町域の火打金生産・販売者は掲載されていないが、広告費を支

払った商家を掲載するという性格の書であるため、吉井町域での生産・
販売が文政期以降ということにはならない。

１４．筆者蔵。年代不明。
　　上下川内村が明治３年に川内村となるが、江戸時代でも川内村と記

す例があり、これをもって明治３年以降とする根拠とはなりにくい。
また、注３文献の巻頭写真で紹介した引札が「東京日本橋」となってい
るのに対して、本史料は「江戸 両国」となっている。したがって、ここ
では江戸時代末頃から明治時代初期の可能性を考慮して「江戸・東京」
とした。

　　注１５文献でこれに類する引札を紹介したが（第５０図）、掲載された火
打金の鏨銘がすべて同じであり、火打金の形状と配置と判読できる値
段に共通性が認められる。このため、両者は無関係ではないと推測さ
れる。

１５．大西雅広「火打関係資料拾遺」『研究紀要 ２７』財団法人群馬県埋蔵文
化財調査事業団　２００9

１６．この引札のように川内村の中野屋孫三郎が「中野屋孫三郎兼重女作」
という銘を入れていたかどうかは不明である。しかし、『以書付奉願預
候』と『諸国道中商人鑑』を見る限り、その可能性は低いようである。

　　吉井郷土資料館には「中野屋孫三郎兼重女作」と記された暖簾が残さ
れているが、これは別な火打所の暖簾であろう（第５１図）。

１７．川内村 中野屋孫三郎の取次店・代理店的な契約をしていた可能性は
考え得る。しかし、江戸時代の薬や書籍等の引札では、「賣弘所」、「取
次所」とのみ記されるところ「本家」と記している。この点も製作を行っ
ている可能性を疑う根拠のひとつである。ただし、当初は売広所や取
次所として始め、販売量の増加に伴って江戸・東京で生産を行っていっ
た可能性は高いと想定している。

　　松崎亜沙子「明治時代の発火具生産」『火打ち道具の製作　調査と映
像記録』江戸東京博物館　２００２に明治１０年頃に、東京芝明神町の白井慶
治郎が「平面ニ鏨ヲ以テ上州吉井中野屋本家女作ト鐫」したとする史料
の紹介と指摘がある。しかし、江戸・東京における吉井火打金生産の
開始時期や進出過程など不明な点が多い。



第 ４４ 図　吉井町都市計画図　１／２ に縮尺し １／５０００ で掲載 第 ４５ 図　吉井町耕地図（昭和 １６ 年頃）　１／２５００ に拡大

第 ４７ 図　『明治八年七小区物産下調簿』　吉井郷土資料館蔵 第 ４８ 図　『諸国道中商人鑑』　公益財団法人　三井文庫蔵

第 ４６ 図　『多胡郡川内村絵図』調査区付近部分写真　群馬県立文書館蔵　

第Ⅲ章　考察
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中央付近を左右に貫くのが街道で、短冊状地割りが始まる付近の街道上に宿場の入り口を示すと思われる印がある。矢印先端に無名小河川があり、その
右側（東）に「中野孫三郎」屋敷地がある。

右側に吉井町、左側に川内村の生産量と生産額が記される。 上州吉井之部の最初に中野屋孫三郎が記される。

地割りは左の都市計画図とほとんど変わらない。中央付近の線で囲んだ範囲が調査区。



第 ４9 図　江戸・東京の吉井火打金引札　筆者蔵 第 ５１ 図　吉井火打金の暖簾　吉井郷土資料館蔵

第 ５３ 図　発掘調査以前の吉井宿入り口付近第 ５２ 図　高崎市指定史跡　火打鍛冶職中野孫三郎一族墓

第 ５０ 図　江戸・東京の吉井

火打金引札

注 １３ 文献より転載

　吉井川下宿遺跡と川内村  中野屋孫三郎

53

火打金図の配置と形状が左の引札
とほぼ一致し、鏨銘は一致する。
この引札によると両国広小路に出
張所があったとされる。

　右奥の樹木に隠れて写っていない場所に火打金生産にかかわったと考
えられる人物の古い墓石が複数存在しており、形態的に不自然な写真中
央の墓石より歴史的には重要であろう。

　手前右側に見える道に沿ってカーブした塀の向こう側が調査区で、中
野屋孫三郎の屋敷地だった場所。ここから直線的な街道となり、かつて
は両側に火打金職人を含む商家などが軒を連ねていた。
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１号住居

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ）  胎  土 ／焼 成 ／ 色 調 成形・整形の特徴 摘要

１ 第１１図 土師器
杯

北壁下西寄り床上１１㎝ 
１／２

口
底

１１．６ 
― 高 ― 細砂粒・軽石・角閃石／

良好／橙
口縁部やや外反気味。口縁部横撫で、底部手持ち
ヘラ削り、内面撫で。 器面摩滅

２ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
杯

カマド東脇壁際床直上 
完形

口
底

１０．５ 
― 高 ３．５ 細砂粒・粗砂粒／良好／

橙
やや厚手で底部内面は比較的平坦。口縁部横撫で、
底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面摩滅

３ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
杯

貯蔵穴内とその周辺 
完形

口
底

１０．３ 
― 高 ３．４ 細砂粒・粗砂粒・角閃石

／良好／橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面摩滅

４ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
杯

カマド東脇壁際床上２５
㎝完形

口
底

１０．６ 
― 高 ３．５ 細砂粒・粗砂粒・角閃石

／良好／橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

５ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
杯

貯蔵穴内床下７㎝ 
完形

口
底

１１．０ 
― 高 ３．７ 細砂粒・粗砂粒・雲母・

片岩／良好／にぶい橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 産地藤岡か

６ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
杯

カマド前床直上 
完形

口
底

9．9 
― 高 ３．３ 細砂粒・軽石・角閃石／

良好／にぶい黄橙
やや薄手。口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、
内面撫で。

７ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
杯

カマド東脇壁際床上３
㎝ 
３／４

口
底

１２．５ 
― 高 ４．５ 細砂粒・粗砂粒・角閃石

／良好／にぶい赤褐 口縁部横撫で、底部整形不明、内面撫で。 外面摩滅顕
著

８ 第１１図 土師器
杯

埋没土 
１／４

口
底

１３．５ 
― 高 ５．０ 細砂粒・粗砂粒・角閃石

／良好／にぶい赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に煤状
の付着物

９ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
鉢か

カマド西脇床直上 
完形

口
底

9．２ 
― 高 ６．６ 細砂粒・粗砂粒・軽石・

角閃石／良好／褐
厚手。口縁部横撫で、体部外面斜のヘラ削り、内
面ヘラ撫で。

１０ 第１１図 
ＰＬ．１４

土師器
高杯

カマド東脇壁際床直上
～ ２０㎝ 
脚部一部欠損

口
台

１１．７
８．５ 高 ５．０ 細砂粒・粗砂粒・雲母・

片岩／良好／橙

杯部外面横のヘラ削り、内面撫で後放射状の細く
シャープな暗文施文。脚部外面縦のヘラ削りで面
取り。脚柱部内面指先の撫で。

１１ 第１２図 
ＰＬ．１４

土師器
甕

カマド西脇床直上から
床上５㎝に散乱 
２／３

口
底

２２．１
３．６

高 
胴

３７．１ 
１８．７

細砂粒・粗砂粒・角閃石・
軽石／良好／橙

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、内面横の
ヘラ撫で。

胴部内面下
位に接合痕
口縁部外面
に輪積み痕

１２ 第１２図 
ＰＬ．１４

土師器
甕

貯蔵穴内床下４～９㎝ 
１／２

口
底

２３．４ 
―

高 
胴

― 
１８．４

細砂粒・粗砂粒・片岩／
良好／赤褐

口縁部横撫で、胴部外面上半縦、下端斜のヘラ削
り、内面横の撫で。 産地藤岡か

１３ 第１２図 土師器
甕

カマド東脇壁際床直上
と周辺 
口縁部片

口
底

２２．9 
― 高 ― 細砂粒・粗砂粒・角閃石

／良好／にぶい赤褐 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。

１４ 第１２図 土師器
甕

北側埋没土 
口縁部片

口
底

１８．０ 
― 高 ― 細砂粒・粗砂粒・片岩／

良好／にぶい黄橙
口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面横の
ヘラ撫で。 産地藤岡か

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ）  材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘要

１５ 第１２図 
ＰＬ．１４

金属製
品 

耳環

中央床上１１㎝ 
完形 径 １．７ 厚

０．６
～
０．４ 

銅 
金箔貼り

外形ほぼ円形で断面楕円形の金環、全体に銅錆に
覆われるが外側の一部と内側に金色がのこり銅芯
金箔貼りと見られる。端部はやや斜めに作られて
いるが表面は平滑。内側の金の残りの良いところ
では０．３ｍｍほどの幅で軸方向に沿った磨きまたは
なでと見られる痕跡が全体的に残っている。また
両端部から５ｍｍほどの部位で強めに曲がってい
る。

３．４１ｇ

１６ 第１２図 
ＰＬ．１４

金属製
品 

耳環

北壁下西寄り床ほぼ直
上 
完形

径 １．9 厚
０．５
～
０．４ 

銅 
金箔貼り

外形ほぼ円形で断面円形の細身の金環、内側に金
色がのこるが側面全体は銅錆に覆われ銅芯金箔貼
りと見られる。端部近くで徐々に細くなり端部で
は面取りの様に急に細くなる。両端部は平行に作
られ表面は平滑。内側の金の残りの良いところで
は０．２ ～ ０．５ｍｍほどの幅で軸方向に沿った磨きま
たはなでと見られる痕跡が残っている。

３．７４ｇ

１７ 第１２図 
ＰＬ．１４

鉄製品 
鏃

かまど東脇 
ほぼ完存

長
厚

４．４ 
０．１ 幅 ２．１ 

無茎の鉄鏃で中央に３ｍｍの円孔があるが矢柄等の
痕跡は見られない。右の腸刳部分は元で劣化破損
する。

３．７７ｇ

１８ 第１２図 
ＰＬ．１４

鉄製品 
不詳

土器（９）内に混入 
破片

長
厚

２．８ 
０．１ 幅 ２．１ 薄板状鉄製品 厚さ１ｍｍほどの薄板状鉄製品で外形も破損後錆化

しているため本来の全体形状は不明。 ３．０１ｇ

１9 第１２図 
ＰＬ．１４

鉄製品 
釘か

かまど東脇 
両端欠く

長
厚

２．４ 
０．５ 幅 ０．７ 

断面線方形角釘と見られるが頭部は角型で特別な
形態は見られず先端は破損する。木質の付着は見
られない。

１．５9ｇ

２０ 第１２図 
ＰＬ．１４

鉄製品 
釘

土器（９）内に混入 
先端欠くか

長
厚

３．０
０．３ 幅 ０．３ 断面四角の棒状鉄製品で、両端とも破損し全体形

状は不明。木質等の付着は見られない。 ０．9７ｇ

２１ 第１２図 
ＰＬ．１４

鉄製品 
不詳 土器（９）内に混入 長

厚
２．１ 
０．２ 幅 ０．８ 錆膨れにより形状不明。 １．５２ｇ
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１号道

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１ 第２０図 肥前磁器 
碗

高台一部残存、
体部下位完

口
底

― 
（３．０） 高 ― 小碗。外面に染付。（灰白色） 波佐見系。江

戸時代。

２ 第２０図 
ＰＬ．１４

瀬戸・美濃
陶器 
小碗

下路面直上 
口縁部１／２、底
部完

口
底

（６．７） 
３．０ 高 ３．８ 器壁はやや厚い。口縁部はやや外反。内面から高台脇に灰釉。（灰

白色） １８世紀後半。

３ 第２０図 
ＰＬ．１４

肥前磁器 
小杯

盛土内 
口縁部１／４、底
部１／２

口
底

（８．４） 
３．０ 高 ４．０ 体部から口縁部は直線的に開く。底部内面は丸みを持ち、平坦部を

持たない。内面に草花文を描く。（白色） 江戸時代。

４ 第２０図 
ＰＬ．１４

瀬戸・美濃
陶器 
せんじ碗

下路面上８㎝ 
口縁部１／３、高
台部完

口
底

（9．７） 
４．２ 高 ５．１ 

外面口縁部下で稜をなし、口縁部は内傾して立ち上がる。外面屈曲
部稜線上は凹線状に窪む。内面から高台脇に貫入の入る灰釉。（淡
黄色）

１８世紀中頃～
後半。

５ 第２０図 
ＰＬ．１４

瀬戸・美濃
陶器 
碗

下路面直上 
口縁部１／２、底
部完

口
底

（１３．６） 
６．１ 高 ５．６ 

器壁は厚い。高台脇を水平に削る。底部内面広く平坦。体部から口
縁部は内湾して延びる。内面から高台脇に銅緑釉。高台脇に釉が溜
まり、３カ所滴状となる。（淡黄色）

江戸時代。口
縁端部に小剥
離。高台端部
擦れる。

６ 第２０図 瀬戸・美濃
陶器 
片口鉢？

東側上面路下１２
㎝ 
体部１／５、底部
完

口
底

― 
9．４ 高 ― 底部器壁は厚い。体部外面は回転篦削り。内面から高台脇に飴釉。

底部内面に目痕３カ所。（淡黄色） 江戸時代。

７ 第２０図 肥前陶器 
鉢か皿

下路面直上 
体部下位１／３、 
底部１／２

口
底

― 
８．４ 高 ―

高台は高く、高台内の抉りも深い。内面に白土刷毛塗り。内面から
高台脇に透明釉。底部内面の釉を蛇ノ目状に拭う。高台端部付近に
アルミナ？を塗布。（灰黄褐色）

江戸時代。

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

８ 第２０図 
ＰＬ．１４

銅製品 
煙管

東側上面路直下 長
厚

５．６ 
０．７ 幅 １．２ 煙管の吸い口で木口側がつぶれて楕円形に歪む。 ４．２３ｇ

９ 第２０図 
ＰＬ．１４

銅製品 
銭貨

下路面南側溝際 
完形

長
厚

２．２６ 
０．１２４ 幅 ２．２ 寛永通宝。新寛永。裏に足の文字が見られるが浅く平坦、両面にヤ

スリ痕が残る。 ２．３４9ｇ

１号道側溝

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１ 第２０図 
ＰＬ．１４

肥前磁器 
碗

埋没土 
口縁部一部、底
部１／２

口
底

（８．８） 
４．５ 高 ６．３ 

口縁部は５㎜残存するのみで形状不明であるが、波状を呈する可能
性がある。体部はゆるく多角形状となる。縦１／２程の割れを焼継ぎ
で補修するが、底部はずれて低い段差を生じている。焼継ぎは白濁
し、同様な素材で底部外面に文字が記される。（白色）

焼継ぎ。 
１9世紀前半～
中頃。

２ 第２０図 肥前磁器 
皿

埋没土 
３／８

口
底

（１２．６） 
― 高 ― 口縁部は外反。口縁部から体部内面１重圏線内に１重線による格子

状文。透明釉は光沢が強い。（白色） 江戸時代。

３ 第２０図 肥前磁器 
鉢 １／７ 口

底
―
― 高 [４．9]

八角形の鉢で口縁部は外反し端部は小さく内湾。内面は屈曲部を二
重線で区画し区画内に草文。外面は屈曲部を線で区画し、区画内に
簡略化した文様を描く。（白色）

１9世紀前半～
中頃。

４ 第２０図 肥前磁器 
鉢 １／７ 口

底
―
― 高 [４．9] 八角形の鉢で口縁部は外反。内面は梅樹文と不明文様を交互に描く。

外面は簡略化した文様を染付。（白色）
１9世紀前半～
中頃。

５ 第２０図 
ＰＬ．１４

肥前磁器 
仏飯器

杯底部完、脚部
１／４

口
底

― 
（５．０） 高 [４．８] 杯底部付近は開く。脚柱部は上部が細い。脚底部は中央部が窪み、

接地部のみ無釉。杯部外面に染付。細かい貫入が入る。
１７世紀末～
１８世紀後半。

６ 第２０図 美濃陶器 
片口鉢？ 底部１／３ 口

底
― 

（１０．４） 高 ― 器壁は厚い。内面から高台脇に飴釉。底部内面に目痕１カ所残存。（淡
黄色） 江戸時代。

７ 第２０図 
ＰＬ．１４

製作地不詳
陶器 
行平蓋

埋没土 
１／６

口
底

（１６．０） 
― 高 ―

口縁部は水平に開き、天井部は丸みを持つ。天井部内面は透明に近
い釉かける。天井部外面、鉄泥による幅広の２重圏線間に飛び鉋。（浅
黄色）

近現代。

８ 第２０図 在地系土器 
羽口

埋没土 
先端部付近破片 長 [１５．２] 径 ―

先端部の器厚は１．７㎝、基部で内面器表残存の厚さは１．４㎝で先端部
ほど厚く、先端部ほど内傾が細い可能性がある。断面中央は黒色、
器表付近は灰白色、器表は褐灰色。先端付近はガラス状となる。先
端付近内面は橙色に変色。基部内面は端部から２．５㎝までの器表が
ない。表面が平滑であることから、挿入時に擦っていると考えられ
る。器表残存部との間は低い段をなす。〈褐灰色）

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

９ 第２０図 
ＰＬ．１４

銅製品 
不詳

北側溝埋没土 
皿部ほぼ完存 長

厚
9．０ 
１．１ 幅 ８．７ 

薄い銅板を皿状に曲げ、中央に凸側からかまぼこ型の小孔を穿つ。
ほぼ円形の外形だが一部２㎜ほどの突出部で破損した形跡がある。
素材表面は銅錆色の部分と銀白色の部分とが有り銅地にメッキ等の
可能性もある。

３１．１9ｇ

１０ 第２０図 
ＰＬ．１４

鉄製品 
不詳

埋没土 
破片

長
厚

３．６ 
２．３ 幅 ２．３ 

断面正方形の角釘で頭部から２㎝で9０°さらに２㎝で横に9０°さらに
３㎝で３０°鋭角に曲がり１㎝で尖り先端となる。木質は見られず使
用形態は不明。バックルか。

５．０１ｇ

１号井戸

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１ 第２２図 
ＰＬ．１５

瀬戸・美濃
陶器 
御質碗か

埋没土 
口縁部一部、底
部完

口
底

（9．６） 
４．６ 高 ５．７ 

高台はややシャープ。高台径は大きく器高はやや低い。体部外面に
染付が１部残る。内面から体部外面下位に灰釉。貫入が入る。（浅
黄色）

１８世紀中頃～
後半。

２ 第２２図 
ＰＬ．１５

瀬戸・美濃
陶器 
鎧碗

埋没土 
１／３

口
底

（８．６） 
（４．６） 高 ６．６ 

体部中位は湾曲し、口縁部は開き気味。高台はやや幅広。口縁部か
ら内面に鉄釉、外面口縁部下から高台内は化粧風に薄く施釉。高台
端部の釉は拭う。体部外面に回転施文具による文様。（灰黄色）

１８世紀中頃～
後半。
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ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

３ 第２２図 
ＰＬ．１５

瀬戸・美濃
陶器 
刷毛目碗

埋没土 
口縁部一部、底
部３／４

口
底

（１３．０） 
４．７ 高 ５．9 高台脇は稜をなし、体部は開き、口縁部は直立気味。内外面に白土

刷毛塗り。内面から体部外面下位に灰釉。貫入が入る。（灰黄色）

４ 第２２図 
ＰＬ．１５

瀬戸・美濃
陶器 
碗

埋没土 
１／３

口
底

（１１．６） 
－ 高 [５．１] 体部下位で内湾し、口縁部は直立気味に立ち上がる。内外面に灰釉。

細かい貫入が入る。（灰色）
１７世紀後半～
１８世紀前半。

５ 第２２図 
ＰＬ．１５

京・信楽系
陶器 
碗

埋没土 
口縁部２／３欠

口
底

（9．２） 
３．８ 高 ５．１ 

体部は開き、口縁部下は稜をなして内傾気味に立ち上がる。口縁部
は外湾。高台内は抉り込む。残存部に施文はない。内面から高台脇
に透明釉。細かい貫入が入る。（浅黄色）

１８世紀中頃～
後半。

６ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
小碗

埋没土 
口縁部１／２欠

口
底

７．４ 
３．０ 高 ３．６ 口縁部外面に簡略化した染付を２方に施す。図示したのは主文様で、

裏文様は「、」状の文様を一箇所染め付けるのみである。（灰白色）

７ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
碗

埋没土 
口縁部１／４、底
部３／４

口
底

（9．２） 
３．9 高 ５．３ 底部器壁は厚い。体部から口縁部外面に雪輪梅樹文。高台内に渦福

字銘。呉須の発色は良好。下半に不規則な貫入が入る。（灰白色）

波佐見系。１８
世紀中頃～後
半。

８ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
碗

埋没土 
口縁部１／３欠

口
底

（9．４） 
４．２ 高 ５．０ 底部器壁は厚い。体部から口縁部外面に雪輪梅樹か雪輪草花文。高

台内不明銘。（灰白色）

波佐見系。１８
世紀中頃～後
半。

９ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
丸碗

埋没土 
底部欠

口
底

８．５ 
－ 高 [５．０] 体部外面に草花を横並びに染め付ける。口縁部内面にやや簡略化し

た四方襷文。（白色）
１８世紀中頃～
後半。

１０ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
筒形碗

埋没土 
口縁部１／４、底
部完

口
底

（７．３） 
３．３ 高 ６．０ 

口径はやや小さく、高台脇はやや上方に開く。体部から口縁部外面
に花卉文。高台脇には葉のような染付を一対描く。口縁部内面はや
や簡略化した四方襷文、底部内面は１重圏線内にコンニャク印判の
五弁花。（白色）

１８世紀中頃～
後半。

１１ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
筒形碗

埋没土 
ほぼ完

口
底

８．６ 
４．２ 高 ６．３ 

口径は大きく、高台脇は水平に開く。体部から口縁部外面は花状の
文様を白抜きにする。高台脇に一対の染付。口縁部内面に四方襷文。
底部内面は１重圏線内にコンニャク印判による五弁花。（白色）

１８世紀中頃～
後半。

１２ 第２２図 
ＰＬ．１５

瀬戸・美濃
磁器 
端反碗

埋没土 
１／８

口
底

（１０．０） 
－ 高 [５．０] 外面は縦線間にウサギ状の染付。（白色） 近代。

１３ 第２２図 
ＰＬ．１５

美濃陶器 
摺り絵皿

埋没土 
１／８

口
底

（１２．８） 
（８．０） 高 ３．０ 底部内面周縁に低い段差が廻る。底部内面に鉄絵具による型紙摺り。

内面から体部外面下位に灰釉。（淡黄色） １８世紀。

１４ 第２２図 
ＰＬ．１５

美濃陶器 
摺り絵皿

埋没土 
口縁部１／２欠

口
底

１２．０ 
５．７ 高 ３．０ ～ 

３．２
口縁端部付近は直立気味。底部内面に呉須による型紙摺り。高台端
部を除く全面に灰釉。貫入が入る。（灰白色）

１８世紀前半～
中頃か。

１５ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
皿

埋没土 
口縁部一部、底
部完

口
底

（１３．３） 
７．０ 高 ３．４ 

外面は無文。体部内面は簡略化した唐草文。見込み五弁花はコンニャ
ク判。釉剥ぎ部にアルミナを塗布。高台端部を除き施釉。見込み蛇
ノ目釉剥ぎ。（灰白色）

１８世紀後半～
１9世紀初頭。

１６ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
皿

埋没土 
口縁部１／８、底
部１／４

口
底

（１２．８） 
（４．８） 高 ３．６ 底部周縁の２重圏線外に２重線で格子状文。高台端部を除き施釉。

見込み蛇ノ目釉剥ぎ。不規則な貫入入る。（灰白色）
１７世紀末～
１８世紀中頃。

１７ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
皿

埋没土 
口縁部１／２、底
部２／３

口
底

１４．３ 
８．４ 高 ３．７ 

口縁部は輪花につくる。底部内面周縁の２重圏線外に唐草文。見込
み五弁花文。体部外面に唐草文。高台脇の１重圏線と高台外２重圏
線間に小さい不明文様２カ所残存。高台内１重圏線内、２重角内に

「筒江」銘か。高台内ハリ支え１カ所で、支えがない部分が変形して
下がる。（白色）

１７世紀末～
１８世紀中頃。

１８ 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
皿

埋没土 
口縁部一部欠

口
底

１３．３ 
７．８ 高 ２．9 底部内面周縁２重圏線外に格子状文と花卉文。見込み五弁花。口錆。

体部外面に唐草文。高台内１重圏線内に「大明年製」崩れ銘。（白色）
１８世紀前半～
中頃。

１9 第２２図 
ＰＬ．１５

肥前磁器 
青磁染付皿

埋没土 
口縁部一部欠

口
底

１３．７ 
８．４ 高 ４．５ 外面に青磁釉。蛇ノ目凹形高台。底部内面２重圏線内に山水文。高

台内二重角内に渦福字銘。（白色） １８世紀。

２０ 第２３図 
ＰＬ．１６

肥前磁器 
皿

中央寄り確認面
下１２８㎝ 
口縁部１／４、底
部１／２

口
底

（１３．２） 
７．４ 高 ４．１ 

底部内面周縁の２重圏線外に簡略化した文様を染付。見込み五弁花
コンニャク判。体部外面に細く簡略化した唐草文。高台内１重圏線
内に不明銘。（灰白色）

１８世紀中頃～
１9世紀初頭。
波佐見系。

２１ 第２３図 
ＰＬ．１６

肥前磁器 
皿

埋没土 
底部１／７

口
底

－ 
（１２．０） 高 － 内面型紙による文様内に濃みを入れる。高台内に「 」押印。高台内

中央に浅い凹線が１条認められるが、意図的か否かは不明。（白色）

明治１２年～
３８年。有田の
精磁會社製。

２２ 第２３図 肥前磁器 
鉢

埋没土 
口縁部片

口
底

－
－ 高 － 口縁の推定直径は約１５㎝。口縁部は外反し、内面に笹文を染付。（白

色）

焼継ぎ。１9世
紀前半～中
頃。

２３ 第２３図 肥前磁器 
重か鉢

埋没土 
１／７

口
底

（１１．０） 
（１０．３） 高 ６．０ 底部外面を除いて施釉後に口縁端部上面から端部内面の釉を剥ぐ。

外面に染付。（白色） 江戸時代。

２４ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
花瓶

埋没土 
底部欠

口
底

－
－ 高 [８．７]

当初の口縁部は欠損するが、端部を擦って平坦に仕上げており、欠
損後に再使用した可能性が高い。耳は円形に巻いた粘土紐を貼り付
ける。外面体部中位以下は光沢のある錆釉、口縁部内面から体部中
位に灰釉。（灰白色）

灰釉には貫入
が入る。

２５ 第２３図 
ＰＬ．１６

肥前磁器 
花瓶

埋没土 
口縁部２／３欠

口
底

（７．０） 
４．５ 高 ８．５ 

頸部から口縁部はラッパ状に開き、端部付近で受け口状にする。底
部外面を削り込んで高台状にする。体部外面に簡略化した東屋山水
文。頸部内面から高台外面に透明釉。（灰白色）

波佐見系。

２６ 第２３図 
ＰＬ．１６

製作地不詳
磁器 
仏花瓶

埋没土 
１／２

口
底

８．４ 
－ 高 [１０．５]

赤絵。葉を緑、唐草状の文様と蓮の花、圏線を赤の上絵で描く。頸
部裏面に赤の上絵具による「吉井・・・」の文字。取っ手表面と肩部圏
線間は浅黄橙色の上絵具で塗る。（白色）

近現代。

２７ 第２３図 
ＰＬ．１６

製作地不詳
陶器 
壁掛け花瓶

埋没土 
口縁部の一部と
底部欠

口
底

－
－ 高 [１２．６]

断面中央は灰白色。器表付近は灰色、無釉部器表は褐灰色。横断面
は蒲鉾形を呈し、裏面は平坦。表面との接合部は面取り。裏面には
壁掛け穴を開ける。樹木にとまった蝉を表現。表面は樹木の木肌を
細かい凹凸で表現。２カ所には古枝痕も表現し、にぶい赤褐色の鉄
泥で塗る。蝉は黒褐色の鉄泥で塗る。内面は鉄釉。裏面の口縁部は
直線的であるが、表面は節穴状に窪ませる。（灰白色）

江戸時代以
降。



遺物観察表

57

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

２８ 第２３図 製作地不詳
陶器 
灯火皿

埋没土 
１／７

口
底

（８．４） 
（３．５） 高 １．７ 外面口縁部以下回転篦削り。内面から口縁部外面に灰釉。 江戸時代以

降。

２9 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
ひょうそく

埋没土 
口縁部１部、体
部完

口
底

（５．２） 
－ 高 [４．７]

脚部欠損。口縁部は内側に巻き込むように内湾。底部内面に灯芯立
てを貼り付け、上部から底部まで切り込みを入れる。全面に錆色の
鉄釉。（灰白色）

１８世紀後半～
１9世紀前半。

３０ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
灯火受台

埋没土 
口縁部欠損

口
底

－ 
４．３ 高 ４．9 

飴釉施釉後に高台周縁部の釉を拭う。受け部口縁端部上面は無釉で
あるが、１部に釉が溜まり、外面に流れる。高台の１部に溶着痕残
る。（灰黄色）

１８世紀中頃。

３１ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
香炉

埋没土 
１／４

口
底

（１０．８） 
－ 高 [５．１]

口縁端部上面は内傾し、内面端部は稜をなして突き出る。体部外面
の一部に鑿状工具による松状文。口縁部内面から体部外面に飴釉。
体部内面上位は煤状物付着により黒い。口縁端部外面に小剥離３カ
所。（淡黄色）

１８世紀中頃。

３２ 第２３図 肥前陶器 
三島手鉢

埋没土 
口縁部片

口
底

－
－ 高 － 内面文様の窪みに白土を入れる。白土が入らない部分やはみ出しは

多い。内から体部外面中位に透明釉。（にぶい橙色） 江戸時代。

３３ 第２３図 
ＰＬ．１６

製作地不詳
陶器 
瓶類

埋没土 
底部１／４

口
底

－
－ 高 － 高台欠損。高台脇は回転篦削り。外面は高台脇まで灰釉。内面は無

釉。（淡黄色） 江戸時代。

３４ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
片口鉢

埋没土 
口縁部１／３、底
部完

口
底

（１８．２） 
８．３ 高 9．３ 

口縁部外面の稜上に凹線。口縁端部上面は丸みを持ち、内面端部は
突帯状に突き出る。片口部欠損。内面から高台脇に黄釉。底部内面
に目痕３カ所。（淡黄色）

１８世紀後半。

３５ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
片口鉢

埋没土 
口縁部一部、底
部１／２

口
底

（１７．9） 
（８．８） 高 ８．８ 器高に比して口径大きい。口縁部はやや内湾。内面から高台脇に灰

釉。底部内面に目痕１カ所残る。（淡黄色） 江戸時代。

３６ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
片口鉢

埋没土 
１／３

口
底

－ 
（８．9） 高 [７．６] 内面から高台脇に灰釉。底部内面に目痕２カ所。（灰白色） 江戸時代。

３７ 第２３図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
練鉢

埋没土 
１／３

口
底

－ 
１１．２ 高 [１０．０]

中型の練鉢。体部下位はゆるい丸みを持ち、体部上位は垂直に近く
立ち上がる。底部内面に直径４㎝前後の目痕２カ所残る。内面から
体部外面中位に灰釉。体部外面上位の一部に銅緑釉が認められ、口
縁部外面に流したと推定される。（灰白色）

１８世紀後半～
１9世紀前半。

３８ 第２４図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
徳利

埋没土 
体部下位以下欠

口
底

３．9 
－ 高 [１７．２]

外面は体部中位以下回転篦削り。口縁部は外面に折り返して肥厚さ
せる。頸部内面から外面に光沢の強い灰釉に近い飴釉。体部は直線
的に立ち上がる。（灰白色）

１８世紀後半～
１9世紀前半。

３9 第２４図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
徳利

埋没土 
肩部以上欠

口
底

－ 
７．０ 高 [１６．０] 体部の張りは弱く、寸胴形に近い。外面は黄釉で体部下位以下の釉

を拭う。（淡黄色）
１８世紀中頃～
１9世紀前半。

４０ 第２４図 
ＰＬ．１６

瀬戸陶器 
すり鉢

埋没土 
底部１／２

口
底

－ 
（１３．２） 高 －

体部外面は回転篦削り。内面は１２本一単位のすり目を深く施す。底
部内面のすり目は直線の後に、周囲に円を描くように施す。底部右
回転糸切無調整。全面錆釉。使用頻度が少なく内面器表は平滑でな
いが、底部外面周縁の釉は摩滅。（淡黄色）

江戸時代。

４１ 第２４図 
ＰＬ．１６

瀬戸陶器 
すり鉢

埋没土 
口縁部から体部
２／３、底部１／３

口
底

３１．５ 
（１３．３） 高 １２．８ 

口縁部は下位で外反した後に立ち上がる。体部外面は上位以下回転
篦削り。底部右回転糸切無調整。内面は２３本一単位のすり目を９カ
所施す。体部内面下位以下の器表は摩滅し、中位は平滑で一部の器
表摩滅。底部外面周縁の器表摩滅。口縁端部器表は部分的に摩滅。
錆釉施釉後、外面体部下位以下を拭う。（淡黄色）

１８世紀後半。

４２ 第２４図 
ＰＬ．１６

瀬戸・美濃
陶器 
練り鉢

埋没土 
１／８

口
底

（３４．０） 
－ 高 [１２．４]

体部から口縁部は内湾。口縁端部は内外に張り出す。口縁端部上面
は丸みを持つ。外面口縁部下に浅い凹線１条。内面から体部外面下
位に柿釉。（にぶい黄橙色）

江戸時代。

４３ 第２４図 瀬戸・美濃
陶器 
瓶掛

口縁部片 口
底

－
－ 高 － 口縁部は直角に開く。頸部外面に押印文。口縁部内面から外面に銅

緑釉。貫入が入る。ルス釉製品。（淡黄色） 江戸時代。

４４ 第２４図 
ＰＬ．１６

在地系土器 
火鉢？

西寄り確認面下
７２㎝ 
体部から底部片

口
底

－
－ 高 －

断面中央は暗灰色、器表付近は明褐灰色、内面器表は褐灰色、外面
器表は黒褐色。体部はほぼ直立し、筒形の火鉢と推定される。外面
は粗い磨きで部分的に光沢を持つ。底部に低い円筒形の脚を貼り付
ける。脚は１カ所残存。脚端部は使用により器表摩滅。（黒褐・褐灰色）

江戸時代以
降。

４５ 第２４図 
ＰＬ．１６

在地系土器 
焙烙

西寄り確認面下
８１㎝ １／４

口
底

（３７．２） 
（３５．０） 高 ５．２ 

断面はにぶい黄橙色、器表は黒褐色。底部外面はやや色が薄い。内
面に内耳１カ所残存。口縁端部上面は窪む。体部外面下端は篦削り。

（黒褐色）
江戸時代。

４６ 第２４図 
ＰＬ．１７

在地系土器 
焙烙

埋没土 
１／４

口
底

（３８．６） 
（３５．０） 高 ５．２ 

断面中央は黒色、器表付近は灰白色、器表は黒褐色。底部外面は灰
白色。内耳１カ所残存。焼成後に直径約５㎜の補修用円孔を底部に
開ける。円孔は３カ所残存。底部内面に菊花状押印１カ所。体部外
面下端は篦削り。（黒褐色）

江戸時代。

４７ 第２５図 
ＰＬ．１７

在地系土器 
羽口

埋没土 
西寄り確認面下
７４㎝ 
一部欠

長 [２０．７] 径 ６．３２ ～ ６．
３７（基部）

現存長は２０．７㎝、基部外径は６３．２㎜～ ６３．７㎜、基部内径は３６．０㎜
～ ３６．１㎜。基部側から１０．５㎝付近で段を成し、先端側の内径が細
くなる。先端側欠損部内径２８．４㎜。ガラス化した部分は欠損。内面
器表は滑らかであるが、皺状亀裂が明瞭に残る。外面器表は全面に
細かな凹凸を残す。（褐灰色）

４８ 第２５図 
ＰＬ．１７

在地系土器 
羽口

埋没土 
西確認面下9８㎝ 
先端と基部１／２
欠

長 [２２．０] 径
６．１２ ～ ６．

２６ 
（中央）

基部側残存部の内径３３．８㎜。基部から１１．２㎝付近で段差をつけて内
径を細くし、先端側残存部内径は２８．０㎜となる。先端側はガラス化
する付近から欠損。基部内面は端部から９㎜幅で器表が摩滅して平
滑となり、装着時に調整した可能性がある。内面器表は焙烙底部と
同様な痕跡を残し、滑らかには仕上げない。また、外面器表も細か
な凹凸を全面に残す。（灰～黒色）
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ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

４9 第２５図 在地系土器 
羽口

埋没土 
南西際確認面下
８２㎝ 
先端一部と基部
１／２欠

長 [２１．６] 径 ６．０６ ～ ６．
１４（残部）

断面中央は黒色、器表付近は淡黄色、器表は灰色～黒色。基部側
内径は３７．２㎜。基部から9．７㎝付近で段をつくり、先端側は内径が
２６．２㎜～ ２８．１㎜と細くする。先端は設置時の下部が欠損。内面器
表は滑らかであるが、縦方向の皺状亀裂が残る。外面器表は細かな
凹凸を全面に残す。（灰～黒色）

５０ 第２５図 
ＰＬ．１７

在地系土器 
羽口

埋没土 
西際確認面下9６
㎝ 
先端付近欠

長 [１３．８] 径 ５．６６ ～ ６．
０６（基部）

基部内径は３３．８ ～ ３５．５㎜。残存部は短く内面の段差も認められな
いが、残存部先端側は灰白色から淡黄色となり、残存端部外面側は
赤褐色に変色する。このため、使用時に短い状態であったと推定さ
れる。内外面共に焙烙底部と同様な皺状亀裂を全面に残す。（淡黄
～黒色）

５１ 第２５図 
ＰＬ．１７

在地系土器 
羽口

埋没土 
両端部欠 長 [１４．７] 径 ６．４１ ～ ６．

５８（中央）

先端側内径は２８．２㎜～ ３０．７㎜、基部側内径は３１．８㎜で内面に段差
は認められない。内面は滑らかで縦方向の皺状亀裂が残る。外面は
縦方向の筋状痕を全面に残す。先端側はガラス化した部分がすべて
欠損。本遺跡出土羽口の中では最も太い部類に入る。（浅黄色）

５２ 第２５図 
ＰＬ．１７

在地系土器 
羽口

埋没土 
先端部１／２欠 長 [１9．８] 径 ５．８３ ～ ５．

9２（基部）

基部内径は３３．３㎜。内面は基部から１２．０㎝～ １４．４㎝間で波打つよ
うな形状で器厚を増し、内径が細くなる。先端部は２／３を欠損する
ため内径は不明。基部器厚は9．9㎜～ １４．５㎜で先端部器厚は１9．２㎜。
基部外径から先端部内径を推定すると約２０㎜となる。先端部は設置
時の下部が欠損。内面器表は焙烙底部と同様な皺状亀裂を残す。外
面器表も細かい凹凸を残し、縦方向の細い筋状をなす。（黒色）

５３ 第２５図 在地系土器 
羽口

埋没土 
南西寄り確認面
下５４㎝ 
先端側片

長 [１４．０] 径 －

基部側内面は段差があり、基部側器厚は１４．４㎜、先端側器厚は１７．１
㎜と先端部側の気厚が増し、内径を細くする。内面器表は拓本で示
したように皺状亀裂が残るが、段差部分は皺状亀裂が消えている。
外面器表は細かい凹凸を残す。（にぶい橙・暗灰色）

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

５４ 第２６図 
ＰＬ．１７ 砥石 埋没土 

完形
長
厚

１３．０ 
２．７ 幅 ４．４ ～ ２．６ 

両小口と右側面に櫛刃状鏨痕が残り、確実な長さが判明する。主要
砥面は一方の小口に向かって傾斜すると共に右側面に傾く。裏面も
表面同様な傾斜であるが、使用頻度が少ない。左側面は整形痕が消
える程度の使用。

砥沢石か。

５５ 第２６図 
ＰＬ．１７ 砥石 埋没土 

完形
長
厚

9．４ 
１．７ ～ ２．５ 幅 ３．１ 砥面は表面１面のみである。両小口は平滑で整形痕が残らない。他

の３面は未使用で部分的に櫛刃状鏨痕が残る。 砥沢石か。

５６ 第２６図 
ＰＬ．１７ 砥石 埋没土 

２／３か
長
厚

［9．１］ 
２．６ 幅 ３．６ ～ ３．9 

狭い面の２面（表裏）が主要砥面。一方の小口は櫛刃状鏨痕が残り、
製作時の形状を保つ。他方は欠損するが、欠損部の凸部が擦れて平
滑となっており、欠損状態で使用された可能性が高い。左右側面は、
面が窪まない程度に使用される。

砥沢石か。

５７ 第２６図 
ＰＬ．１７

銅製品 
煙管

埋没土 
１／２

長
厚

３．４ 
１．４ 幅 １．４ 煙管一部破損するが、破損部分の形状から雁首の肩の部分の破片と

みられる。肩には輪を積み重ねたような五段の段が見られる。 ８．３８ｇ

５８ 第２６図 
ＰＬ．１７

銅製品 
煙管

埋没土 
ほぼ完形

長
厚

５．８ 
１．１ 幅 １．１ 煙管吸い口で肩付近で錆化した後に破損し段差を生じている、ロウ

付け痕が残るが他に特別な装飾・メッキ等の痕跡は確認できない。 ３．７６ｇ

５9 第２６図 
ＰＬ．１７

鉄製品 
釘

埋没土 
先端部を欠く

長
厚

６．２ 
０．１２ 幅 ０．５ 泥・砂巻き込み錆化し脆弱、断面正方形の角釘で頭部は角形、木質

の付着は見られない。 ４．9３ｇ

６０ 第２６図 
ＰＬ．１７

鉄製品 
釘

埋没土 
先端部欠く

長
厚

４．７ 
０．５ 幅 ０．３ 泥・砂巻き込み錆化し脆弱、断面正方形の角釘で頭部は角形、一部

に木質の付着が見られるが残存は少なく材の詳細は不明。
１．9４ｇ。一部
木質残存

６１
Ａ

第２６図 
ＰＬ．１７

銅製品 
銭貨

埋没土 
完形

長
厚

２．３８ 
０．１４ 幅 ２．３８ 寛永通宝。新寛永。裏面にヤスリ痕が残るほか僅かな鋳溜りが見ら

れる。分離後の銅銭３枚のうちの１枚。 ３．２６ｇ

６１
Ｂ

第２６図 
ＰＬ．１７

銅製品 
銭貨

埋没土 
完形

長
厚

２．３３ 
０．１１６ 幅 ２．４１ 寛永通宝。新寛永。表面に僅かな鋳溜り有り。分離後の銅銭３枚の

うちの１枚。 ２．１４ｇ

工房跡のピット（４号ピット）

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

１ 第３１図 
ＰＬ．１７

鉄製品 
釘 中～下層 長

厚
５．２ 
０．３ 幅 １．１ 断面ほぼ正方形の角釘で先端部は破損、頭部はたたき横に広くのば

したのち折り曲げる。 ２．６ｇ

２ 第３１図 
ＰＬ．１７

鉄製品 
不詳 中～下層 長

厚
9．７ 
０．８ 幅 １．６ 断面細い台形の棒鉄製品で一端は破損する、器種や用途を特定しう

る形状・特徴は把握できない。鉄素材または未成品の可能性あり。 ３４．３３ｇ

土坑

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１ 第３５図 
ＰＬ．１７

美濃陶器 
灯火皿

１号土坑 
３／４

口
底

１０．７ 
４．８ 高 ２．６ 

体部は直線的に開き、口縁部は屈曲して斜め上方に開く。体部外面
は回転篦削り。口縁端部に粘土紐を１カ所貼り付け。碁笥底状。内
面から口縁部外面に飴釉。無釉部に油状黒色物付着。（淡黄色）

１８世紀中頃。

２ 第３５図 
ＰＬ．１７

瀬戸・美濃
陶器 
灯火受皿

１号土坑 
口縁部一部欠

口
底

9．４ 
４．５ 高 １．７ ～ ２．１

外面口縁部下から底部外面は回転篦削り。内面の受け部は低い。受
け部に１カ所切り込みを入れる。全面錆釉施釉後に外面口縁部以下
を拭う。受け部端部と体部外面に重ね焼き痕残る。（灰色）

１9世紀前半。

３ 第３５図 在地系土器 
羽口

１２号土坑 
先端部片 長 [３．9] 径 － 羽口先端部で外面はガラス状を呈する。（黄橙～にぶい赤褐色）

４ 第３５図 肥前磁器 
碗

１３号土坑 
底部

口
底

－ 
４．１ 高 － 蛇ノ目釉剥ぎ。高台内１重圏線。蛇ノ目釉剥ぎ部に砂？を塗布。高

台端部に砂？付着。（灰白色）

５ 第３５図 
ＰＬ．１７

製作地不詳
陶器 
徳利？

１３号土坑 
底部

口
底

－ 
７．８ 高 －

底部は高台内を抉る。外面鉄釉施釉後に高台端部のみ拭う。内面は
無釉。底部内面中央のみ降灰が認められ、頸部や口縁部径が小さい
器種と考えられる。（にぶい黄橙色）

江戸時代か。

６ 第３５図 
ＰＬ．１７

製作地不詳
陶器 
植木鉢

１３号土坑 
破片

口
底

－
－ 高 ４．４ 

深さ２．9㎝の浅く方形を呈する植木鉢。コーナーに「Ｌ」字形の高台
を貼り付ける。高台部を除き透明釉を施し、口縁端部上面付近に青
釉をかける。外面下端には青釉が帯状に溜まる。（浅黄橙色）

近現代か。
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ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

７ 第３５図 
ＰＬ．１７

常滑？陶器 
甕

１３号土坑 
１／３

口
底

（６２．０） 
－ 高 [２３．４] 断面中央は暗赤灰色、器表は赤褐色。口縁部は外方に厚く張り出す。

張り出し部上面は外傾。（赤褐色）
常滑の赤物
か。

８ 第３５図 
ＰＬ．１７

肥前磁器 
碗

１５号土坑 
２／３

口
底

６．５ 
３．２ 高 ５．０ 

腰は張り、体部は内湾気味に立ち上がる。口縁部はやや内傾。外面
に１対の土筆状文が２カ所残存し、位置関係から３カ所に描かれた
と推定される。（白色）

１８世紀後半～
１9世紀初頭。

９ 第３５図 肥前磁器 
皿か

１５号土坑 
１／７

口
底

－ 
（１２．３） 高 － 高台内１重圏線。釉に不規則な貫入入る。（白色） 江戸時代。

１０ 第３６図 
ＰＬ．１７

肥前磁器 
碗

１７号土坑 
１／３

口
底

（１０．１） 
（４．０） 高 ４．５ 高台は低く、体部から口縁部は内湾。（白色） １８世紀初頭～

中頃。

１１ 第３６図 
ＰＬ．１７

瀬戸・美濃？
陶器 
水滴

１７号土坑 
１／２か

口
底

－
－ 高 ３．１

上面は型押しで作り出し、内面には指押さえ痕が残る。底部は無釉
で粘土板貼り付け。左手に軍配を持ち、突き出たお腹や福耳から、
布袋様をかたどった水滴であろう。底部以外の外面に灰釉、軍配の
一部に銅緑釉。軍配上部に円孔１カ所残存。（灰白色）

江戸時代。

１２ 第３６図 信楽？陶器 
灯火皿

１７号土坑 
１／６

口
底

（１１．８） 
４．４ 高 ２．３ 

無釉部の器表はにぶい黄橙色。口縁部下外面は回転篦削り。口縁部
外面は轆轤目により僅かに窪む。内面に３条の櫛目文。口縁端部付
近から内面に細かい貫入が入る灰釉。（浅黄色）

１9世紀。

１３ 第３６図 在地系土器 
焙烙

１８号土坑 
口縁部一部、底
部１／８

口
底

（３４．６） 
（３２．０） 高 ６．３ 

断面中央は黒色、器表付近は灰白色、底部内面以外の器表は暗灰色。
底部内面器表は灰白色。体部外面下半の皺状痕はほとんど撫で消す。

〔暗灰色）
江戸時代。

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

１４ 第３６図 
ＰＬ．１８ 砥石 １２号土坑 

１／２
長
厚

［６．７］ 
１．４ 幅 ２．２ 

現状で厚さが２．５㎝と薄いが、当初の厚さは不明。残存する小口と
両側面、裏面の４面に櫛刃状鏨痕残る。主要砥面は表面であるが、
薄いわりに砥面の窪みが小さい。

砥沢石か。

１５ 第３６図 
ＰＬ．１８

鉄製品 
鳶口

１２号土坑 
ほぼ完存

長
厚

８．３ 
１ 幅 ６．０ 

小型の鳶口と見られる鉄製品。本体の厚さは約１㎝で先端でトビの
嘴状に狭くなるが刃の様にはとがらない。はばきが斜めに接する形
で錆付き柄の木質等の痕跡も確認できない。茎は凹型で終わってい
るが錆化しており本来形状かは不明。

６３．７２ｇ

１６ 第３６図 
ＰＬ．１８

鉄製品 
火打金

１３号土坑 
ほぼ完存

長
厚

４．４ 
０．６ 幅 ２．４ 携帯用火打金。いわゆる「ねじり鎌」や「ひねり鎌」と呼ばれる形状の

製品。

８．５７ｇ。近代
遺物と共に出
土。

１７ 第３６図 
ＰＬ．１８

鉄製品 
不詳

１３号土坑 
完形か

長
厚

１０．２ 
０．７ 幅 １．８ 丸い棒状の鉄製品が二本並んだ形で錆化、一方の端部は錆て劣化し

形状は不明瞭だが二本は一体の鉄製品の可能性も有る。 ４１．７３ｇ

１８ 第３６図 
ＰＬ．１８

鉄製品 
釘

１７号土坑 
先端部を欠く

長
厚

５．６ 
０．６ 幅 ０．５ 断面正方形の角釘で先端部は破損し頭部は角形、木質の付着は見ら

れない。 ７．６２ｇ

５号溝

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

１ 第３７図 
ＰＬ．１８

鉄製品 
釘 埋没土 口

底
３．６ 
０．４ 高 ０．４ 頭部ループ状で先は僅かに曲がる角釘先端部は欠損。 ２．７５ｇ

石垣脇

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１ 第３9図 瀬戸・美濃
陶器 
腰錆碗

１／４ 口
底

（9．３） 
－ 高 [３．８] 口縁部外面に螺旋状の凹線。内面から口縁部外面に灰釉。体部外面

以下に鉄釉。灰釉に不規則な貫入入る。（灰白色）
１８世紀後半～
１9世紀前半。

２ 第３9図 京・信楽系
陶器 
碗

１／７ 口
底

（８．６） 
－ 高 [３．２]

口縁部下で屈曲し、口縁部は外湾して立ち上がる。屈曲部外面は明
瞭な稜をなし、内面は凹線状に窪む。口縁部内面中位は稜をなす。
口縁部外面に鉄絵。（淡黄色）

３ 第３9図 肥前磁器 
碗

口縁部１部、底
部１／４

口
底

（８．１） 
（２．６） 高 ３．9 高台は低く、径は小さい。体部は半球状に湾曲し、口縁部は直立気

味。外面に笹か竹を描く。釉には不規則な貫入が入る。
１８世紀前半～
中頃。

４ 第３9図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
碗 １／２ 口

底
８．６ 
３．１ 高 ５．４ 

高台は小さく、腰は張り体部は丸みを持つ。外面２カ所に蕪文残存。
底部内面には線描きの文様。蕪文は配置から３カ所と考えられる。

（白色）

１８世紀後半～
１9世紀初頭。

５ 第３9図 肥前磁器 
碗

口縁部一部、底
部１／８底部完

口
底

（１１．５） 
４．０ 高 ６．０ 大ぶりな碗。体部から口縁部外面に雪輪草花文。高台内１重圏線内

に不明銘。（灰白色）
１７世紀末～
１８世紀中頃。

６ 第３9図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
皿

口縁部１／３、底
部１／２

口
底

（１３．３） 
８．２ 高 ３．８ 

外面は残存部に１カ所不明文様、高台脇に１重圏線。口縁部から体
部内面に笹文。底部内面中央は１重圏線内に笹文。蛇ノ目凹形高台。

（白色）

１9世紀前半～
中頃。

７ 第３9図 
ＰＬ．１８

美濃陶器 
水注

体部１／３、取っ
手欠

口
底

9．１ 
５．８ 高

 
１０．５ ～ 

１０．７

口縁部内面に蓋受け。体部外面に鉄絵具による摺り絵。口縁端部上
面から高台脇に灰釉。貫入が入る。（灰白色）

１７世紀後半～
１８世紀後半。

８ 第３9図 
ＰＬ．１８

在地系土器 
羽口 先端付近欠 長 [２２．５] 径 ５．７１ ～ ５．

８８（基部）

基部内径３７．１㎜～ ３６．０㎜。図化できないが、送風穴基部から約１０
㎝奥に段差があり、基部から１８．５㎝の場所で、内径は２７．３㎜と約１
㎝径が細くなる。下部の器表は大きく欠損。断面は浅黄橙色、器表
は黒色。先端付近外面は、端部から褐灰色～黒色、橙色、浅黄橙色
に変色。先端付近内面は橙色に変色。（黒色）

９ 第３9図 
ＰＬ．１８

在地系土器 
羽口 先端付近欠 長 [１３．２] 径 ６．４9 ～ ７．

２４（基部）

断面中央は褐灰色、器表付近は橙色。器表は褐灰色。基部内径３３．２
㎜～ ３６．２㎜。他の羽口に比して器壁が厚いため外径は太いが内傾
は細い。外面は丁寧に撫でられ、器表は滑らか。基部外面は横方向
の横撫で状の痕跡が残る。内面器表の皺状痕も粗く少ない。胎土も
他に比して砂を多く含む。基部から約７㎝以遠の外面は浅黄橙色、
１１㎝以遠は褐灰色に変色。褐灰色部の断面から内面器表は明赤褐色
を呈しており、短い羽口であったと考えられる。（褐灰色）
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ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１０ 第３9図 在地系土器 
羽口 基部片 長 [１１．８] 径 －

基部は全週せず、内面の器表は１部残存。断面は灰色、器表付近は
灰白色、器表は黒褐色。外面器表の全面に細かい凹凸があり、内面
器表の全面には皺状痕が認められる。

その他

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

１ 第４１図 肥前磁器か 
小杯

西側調査区 
口縁部一部、底
部１／３

口
底

（６．８） 
（３．０） 高 ４．４ 外面手描きによる染付。山に鹿の文様。（白色） 近現代。

２ 第４１図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
碗

口縁部１／４、底
部３／４

口
底

（６．６） 
３．３ 高 ５．４ 内面と高台内に透明釉。外面に鉄分を含む明黄褐色の灰釉。高台外

面の釉は薄く、錆色に発色。

波佐見系。１9
世紀中頃～後
半か。

３ 第４１図 美濃陶器 
鎧碗

西側調査区 
１／４

口
底

（８．４） 
－ 高 [３．9] 体部外面に回転施文具による施文。口縁部から内面に鉄釉、体部外

面に鉄分を含む釉を鉄化粧状に薄くかける。器高はやや低い。（灰色）
１８世紀後半～
１9世紀前半。

４ 第４１図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
筒形碗

西側調査区 
１／３

口
底

（７．５） 
－ 高 [４．８] 焼成不良のため素地と内面器表は灰色を呈する。青磁染付。口縁部

内面は格子状の四方襷文。底部内面周縁１条の圏線。（灰色） １８世紀後半。

５ 第４１図 肥前磁器 
丸碗

西側調査区 
１／４

口
底

（８．４） 
－ 高 [５．１] 外面に竹と筍文。口縁部内面に１条、底部周縁に２条の圏線。（白色）１８世紀後半～

１9世紀初頭。

６ 第４１図 肥前磁器 
丸碗

西側調査区 
底部、高台２／３
欠

口
底

－ 
（３．８） 高 [３．０] 底部器壁厚い。外面に矢羽根文。底部内面１重圏線内に不明銘。（白

色）
１８世紀後半～
１9世紀初頭。

７ 第４１図 
ＰＬ．１８

瀬戸・美濃
磁器 
広東碗

東側調査区 
口縁部１／７、底
部完

口
底

（9．６） 
５．０ 高 ５．２ 高台と器高は低い。外面に草文と山？を染付。口縁部内面に２重圏

線。底部１重圏線内に帆掛船か。器表の光沢は強い。（白色） １9世紀中頃。

８ 第４１図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
端反碗

東側調査区 
口縁部１／３、底
部１／２

口
底

（１１．８） 
４．２ 高 ５．２ 

腰は張り、口縁部は外反。外面は２重線による格子文。口縁部内面
は４重圏線を２重線で区画。底部内面は斜格子状文。見込み蛇ノ目
釉剥ぎ。（灰白色）

波佐見系。１9
世紀前半～中
頃。

９ 第４１図 肥前磁器 
碗

西側調査区 
１／４

口
底

（１０．８） 
－ 高 [４．２] 外面丸内にコンニャク印判による桐文。（灰白色）

波佐見系。１８
世紀中頃～後
半。

１０ 第４１図 肥前磁器 
皿

西側調査区 
１／４

口
底

（１２．9） 
（８．０） 高 ４．０ 器壁は厚い。内外面染付。高台内１重圏線。（灰白色） １８世紀中頃～

１9世紀前半。

１１ 第４１図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
皿 １／３ 口

底
（１０．０） 

５．４ 高 ２．３ 輪花。内面コンニャク印判による花状の染付。（白色） １８世紀。

１２ 第４１図 
ＰＬ．１８

肥前磁器 
紅皿

東側調査区撹乱
内 
口縁部１／３、底
部１／２

口
底

（６．４） 
２．５ 高 １．８ 

外型による成形で口縁部から体部外面に唐草文を印刻。高台に成形
時の皺残る。口縁端部上面は平坦。内面から外面中位付近に透明釉。

（灰白色）
１9世紀中頃。

１３ 第４１図 
ＰＬ．１８

肥前陶器 
青緑釉皿

西側調査区 
口縁部一部、底
部完

口
底

（１２．８） 
４．６ 高 ３．８ 

体部から口縁部はやや丸味を帯びて開く。内面に緑色釉を厚く、外
面に薄くかけ、口縁部から内面に青釉をかける。内面は部分的に緑
色釉部分が残る。見込み蛇ノ目釉剥ぎ。釉剥ぎ部に砂目４箇所。（灰
白色）

１７世紀中頃～
末。

１４ 第４１図 
ＰＬ．１８

瀬戸・美濃
陶器 
灯火受皿

東側調査区撹乱
内 
２／３

口
底

１０．１ 
４．６ 高 ２．２ 外面口縁部以下は回転篦削り。受け部に「Ｕ」字状の抉り。錆釉施釉

後に外面口縁部以下を拭う。（灰黄色）
１８世紀後半～
１9世紀前半。

１５ 第４１図 
ＰＬ．１８

軟質施釉陶
器 
蓋

西側調査区 
体部１／２

口
底

－ 
（４．０） 高 － 胎土は土器質で全面に透明な釉を薄くかける。底部左回転糸切無調

整。（にぶい橙色） 時期不詳。

１６ 第４１図 
ＰＬ．１８

瀬戸・美濃
陶器 
蓋

西側調査区 
口縁部欠

口
底

－ 
５．６ 高 －

口縁部は水平に開く。つまみは小さく突き出るが低くつまめない。
上面に飴釉を施釉するが、口縁部付近は薄く、錆釉状となる。下面
は無釉。底部右回転糸切無調整。（淡黄色）

江戸時代。

１７ 第４１図 
ＰＬ．１８

瀬戸・美濃
陶器 
水注

西側調査区 
口縁部から体部
１／３

口
底

（５．２） 
－ 高 [８．７]

取っ手残存。注ぎ口部欠損。口縁部は受け口状を呈し、肩部には３
条の横線。肩部の張りは強い。内面の轆轤目は顕著。内外面に灰釉。

（灰白色）
江戸時代。

１８ 第４１図 
ＰＬ．１８

瀬戸・美濃
陶器 
仏花瓶

口縁部欠 口
底

－ 
５．７ 高 [１２．２]

口縁部欠損。外面下半に錆色の鉄釉、上半から頸部内面に灰釉の掛
け分け。一対の取っ手は退化して円形貼付文状となる。底部右回転
糸切無調整で突部の釉が擦れる。（褐灰色）

１８世紀。

１9 第４１図 
ＰＬ．１9

瀬戸陶器 
すり鉢

口縁部一部、底
部１／３

口
底

（３２．６） 
（１２．６） 高 １４．７ 

口縁部は外反し、内面は明瞭な稜をなす。内面は１３本一単位のすり
目。内外面に錆釉。底部右回転糸切無調整。底部内面の釉は使用に
より摩滅。体部内面下位の釉は部分的に摩滅。口縁端部は擦られて
おり、残存部中央は注ぎ口状に抉り込む。底部外面周縁の釉も擦れ
る。（灰白色）

１７世紀末～
１８世紀前半。

２０ 第４１図 
ＰＬ．１８

在地系土器 
組合せ式竈

１号井戸掘り直
し部分 
ほぼ完存

口
底

４０．０ 
３２．３ 高 １２．６ 

断面中央は黒色、器表付近はにぶい橙色、器表は黒色。内面は酸化
により部分的ににぶい橙色。煙突内面は煤付着。外型成形で外面に
は型による凹凸文様。外面上下の括れ部に部分的に緑色物質の付着
が認められ、銅線による補強が行われていたと考えられる。組合せ
式竈の上段が中段であろう。（黒色）

組合せ式竈。

２１ 第４２図 
ＰＬ．１9

在地系土器 
組合せ式竈
か

１号井戸掘り直
し部分 
１／４

口
底

（３２．２） 
－ 高 [１２．０]

断面中央から外面側は灰白色、内面側は浅黄橙色で部分的に赤褐色。
外型成形で施文も外型。外面にキラ付着。外面口縁部下に補強帯と
推定される鉄錆付着。（灰白・浅黄橙色）

２２と同一個体
か。江戸時代
以降。２０との
組合せか。

２２ 第４２図 
ＰＬ．１9

在地系土器 
組合せ式竈
か

１号井戸掘り直
し部分 
下半

口
底

－ 
（２８．０） 高 [１５．６]

内面上半は浅黄橙色。外型成形で外面に型による施文。外面器表に
キラ付着。下部の一方に風口を設ける。括れ部内面にサナ受けの突
帯。底部外面周縁は高台状に作り、２方を長さ８㎝の抉り。底部外
面は砂底状。体部下端と括れ部外面に銹びた補強帯残る。（灰～灰
褐色）

２１と同一個体
か。江戸時代
以降。２０との
組合せか。
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ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 成形・整形の特徴（色調） 摘要

２３ 第４２図 
ＰＬ．１9

搬入系？土
器 
人形

東側調査区撹乱
内 
胴体

口
底

－
－ 高 [５．０] 頸以上と右腕、左手先、右足、左足首より先を欠損。右片肌を脱ぎ、

袖を背中側に垂らした座り姿の人形。（灰白色）

２４ 第４２図 
ＰＬ．１9

在地系土器 
羽口 基部 長 [８．３] 径 ５．７４ ～ ６．

１０（基部）

基部内径は３４．０㎜～ ３４．６㎜。割れ口は内外の２層に明瞭に分かれ
る。相対する２方向に還元され、表面がやや発泡した場所が帯状に
延びる。

２５ 第４２図 在地系土器 
羽口 破片 長 [５．６] 径 －

図面下部の器表に還元してやや発泡した箇所が認められ、２４と同様
な状態と推定される。断面は２層に分かれず、同一個体の可能性は
不明。

２６ 第４２図 在地系土器 
羽口

西側調査区 
先端部片 長 [５．9] 径 － 先端部外面ガラス状となる。他の羽口に比して胎土がやや緻密。（橙

・灰褐色） 近現代か。

２７ 第４２図 在地系土器 
羽口

西側調査区 
先端部片 長 [５．１] 径 － 先端部外面ガラス状となる。内面器表は皺状亀裂残す。外面器表は

厚痕状の窪みを残す。器厚は１３㎜。（にぶい橙・灰黄褐色）

２８ 第４２図 在地系土器 
羽口

西側調査区 
先端部片 長 [６．０] 径 － 先端部外面ガラス状となる。内面器表は皺状亀裂残す。外面器表は

厚痕状の窪みを残す。器厚は１２㎜。（にぶい橙・灰黄褐色）

２9 第４２図 在地系土器 
羽口

西側調査区 
破片 長 [５．9] 径 － 内面器表は横方向の撫で状痕があり、器表は滑らか。外面器表は筋

状の凹凸を残す。器厚１２．５㎜（灰白色）

ＮＯ． 挿図 
ＰＬ．ＮＯ．

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計測値（ｃｍ） 製作状況・使用状況 摘要

３０ 第４２図 
ＰＬ．１9 砥石 東側調査区 

１／２
長
厚

５．１ 
１．６ ～ １．9 幅 ２．9 ～ ３．２ 主要砥面は幅広の表裏２面。砥面は残存部中央が楕円形に窪む。両

側面と残存小口面に鑿状工具の削り痕が残る。 砂岩か。

３１ 第４２図 
ＰＬ．１9 砥石 東側調査区 

１／２
長
厚

［６．１］ 
１．３ ～ １．６ 幅 ２．9 ～ ３．２

主要砥面は幅広の表裏２面であり、砥面中央が主軸方向に長い楕円
形状に浅く窪む。この砥面形状は３０に似る。両側面には主軸と直交
方向の条線が認められる。

砥沢石か。砥
面形状が３０と
同様。

３２ 第４２図 
ＰＬ．１9 砥石 東側調査区 

１／２
長
厚

［５．４］ 
２．２ 幅 ２．３ ～ ２．５ 一方を欠損。全体に直方体に近く、角がシャープ。残存する小口面

に浅く細いシャープな条線が認められる。
石材不明。近
現代か。

３３ 第４２図 
ＰＬ．１9 砥石 撹乱内 

欠損使用の完形
長
厚

－ 
０．１ ～ ２．9 幅 ３．２ ～ ３．４

欠損部が最も厚く、端部残存部に向かい薄くなる。左右両側面は櫛
刃状鏨痕が残る。表面と左側面には角がほぼ直角の砥面が残る。欠
損部中央には平滑な窪みが溝状に残る。欠損以前の円穴か。

砥沢石か。

３４ 第４３図 
ＰＬ．１9 砥石 撹乱３内 

完形
長
厚

５．１ 
２．５ 幅 ２．３ ～ ３．１ 横断面が多角形状を呈する小型の砥石か。表面と両側面は砥面状の

曲面となる。裏面は鑿状工具による整形痕か。 砂岩か。

３５ 第４３図 
ＰＬ．１9 砥石 鍛冶工房付近 

２／３
長
厚

－ 
１．１ ～ １．9 幅 ２．４ ～ ２．７

一方の小口は欠損。残存する小口面は砥面と同様に平滑。幅広の２
面を使用。主要砥面は中央が主軸に沿って浅く溝状に窪む。両側面
の砥面中央も浅く溝状に窪む。幅広面を主要砥面とした砥石に共通
する砥面形状を有する。

砥沢石か。

３６ 第４３図 五輪塔火輪 表土 
１／６欠

長
厚

２０．０ 
１２．８ 幅 ２０．５ 五輪塔の火輪。上部の枘穴は深い。底面は平坦で中央部は直径１３㎝

の円形状に煤が付着したように黒変する。 牛伏砂岩か。

３７ 第４３図 
ＰＬ．１9

銅製品 
煙管 西側調査区 長

厚
３．５ 
１．６ 幅 １．６ 煙管吸い口、肩は太く吸い口はきわめて短い。 ７．２ｇ

３８ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
釘

撹乱１内 
ほぼ完形か

長
厚

４．０ 
０．２５ 幅 ０．４ 断面正方形の角釘で頭部は角形、木質の付着は見られない。 １．４７ｇ

３9 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
釘

西側調査区 
ほぼ完形か

長
厚

７．５ 
０．５ 幅 ０．５ 

断面四角の角釘で頭部は撥状に広がるが折り曲げ等はなし、先端は
やや細くなるが丸みを持ち鋭利にとがらない。木質等の付着は見ら
れない。

9．５４ｇ

４０ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
釘

撹乱１内 
ほぼ完形

長
厚

７．５ 
０．５ 幅 １．２ 現存長さ７．５断面正方形で先端を欠く角釘。頭部は両測をみみ状に

伸ばす、木質の付着は見られない。 ６．9７ｇ

４１ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
釘

撹乱１内 
完形

長
厚

１０ 
０．６ 幅 １．５ 

長さ１０㎝断面四角形の角釘で、頭部は横広に叩き広げ強く折り曲げ
られている。本体中央はくねくねと曲がっているが先端に僅かに木
質の痕跡がのこるのみで使用の状況は不明。

１０．８８ｇ

４２ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
不詳

撹乱４内 
ほぼ完形か

長
厚

６ 
１ 幅 １．７ 

断面長方形の角棒状鉄製品で長さ６㎝両端とも本来形状をとどめる
と見られるが、他に器種や用途を特定しうる特徴は把握できない。
鉄素材または未成品の可能性あり。

３５．２６ｇ

４３ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
不詳

撹乱１内 
ほぼ完形か

長
厚

６．３ 
０．５ 幅 １．６ 

断面やや三角形の棒状の鉄製品で長さ６㎝程で両端は本来の形状に
近いとみられるが器種や用途を特定しうる形状・特徴は把握できな
い。鉄素材または未成品の可能性あり。

２０．４１ｇ

４４ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
不詳

撹乱１内 
ほぼ完形か

長
厚

７ 
０．７ 幅 １．６ 

断面三角形の幅の狭い板状の鉄製品でわずかに弧を描くように曲
がっている。両端は本来の形態をとどめるとみられるが、他に器種
や用途を特定しうる形状・特徴は把握できない。鉄素材の可能性あ
り。

２７．６５ｇ

４５ 第４３図 
ＰＬ．１9

鉄製品 
不詳

撹乱４内 
完形か

長
厚

１２ 
０．６ 幅 １．３ 

断面長方形の棒状の鉄製品で長さ１２㎝で両端とも本来形状をとどめ
るとみられるが、他に器種や用途を特定しうる形状・特徴は把握で
きない。鉄素材または未成品の可能性あり。

４２．６9ｇ

４６ 第４３図 
ＰＬ．１9

銅製品 
銭貨

撹乱内 
完形

長
厚

２．４４ 
０．１２ 幅 ２．４４ 寛永通宝。新寛永。裏面は縁・郭浅く凹凸が少ない。 ３．０ｇ

４７ 第４３図 
ＰＬ．１9

銅製品 
銭貨

一括 
完形

長
厚

２．３７ 
０．２０ 幅 ２．４８ 寛永通宝。新寛永。裏面は凹凸が少なく鋳溜り有り。 １．9２ｇ

４８ 第４３図 
ＰＬ．１9

銅製品 
銭貨

一括 
完形

長
厚

２．３２ 
０．１１ 幅 ２．３２ 寛永通宝。新寛永。縁の一部が劣化し破損する文字の凹凸が少ない ２．２５ｇ

４9 第４３図 
ＰＬ．１9

銅製品 
銭貨

撹乱 
完形

長
厚

２．４６ 
０．１２ 幅 ２．４６ 寛永通宝。新寛永。表裏とる彫は深く縁・郭とも明瞭。 ２．４７ｇ
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②　遺跡西側全景（北西から）

①　遺跡東側全景（南西から）

PL.1



⑤　１号方形周溝遺構周溝断面（北西から）

②　１号方形周溝遺構東側周溝（北西から）

④　１号方形周溝遺構北側周溝（南西から）

③　１号方形周溝遺構東側周溝内土坑状施設断面（北西から）

①　１号方形周溝遺構全景（南西から）

PL.2



⑧　１号住居Ｐ４完掘状態（西から）

①　１号住居全景（西から）

⑤　１号住居貯蔵穴断面（南から）

③　１号住居上面土層断面（南西から）

⑦　１号住居Ｐ１土層断面（南から）

②　１号住居上面遺物出土状態（西から）

⑥　１号住居貯蔵穴遺物出土状態（西から）

④　１号住居下面上層断面（南西から）

PL.3



①　１号住居カマド袖元部（南から）

⑤　１号住居カマド東脇遺物出土状態（東から）

③　１号住居断面（西から）

⑦　２号住居断面（南から）

②　１号住居カマド周辺遺物出土状態（東から）

⑥　２号住居全景（南から）

④　１号住居カマド断面（南から）

⑧　２号住居Ｐ１断面（北から）

PL.4



①　３号土坑全景（南東から）

③　５号土坑全景（北西から）

⑤　１号道路上面全景（北東から）

②　４号土坑全景（東から）

④　６号（右）・７号（左）土坑全景（北西から）

⑥　１号道路下面全景（北東から）

PL.5



①　１号道路全景（西から）

③　１号道路南側溝内遺物出土状態（西から）

⑤　１号道路北側溝と柱列（北東から）

②　１号道路南側溝断面（北東から）

⑥　１号道路北側溝断面（北東から）

④　１号道路南側溝遺物出土状態（西から）

⑦　１号道路北側溝断面（北東から）

PL.6



①　１号道路東側断面（北東から）

③　１号道路下面路面（東から）

②　１号道路南側断面（北西から）

④　１号道路下面路面（東から） ⑤　１号道路溝脇掘り込み群（北東から）

PL.7



⑧　３号掘立柱建物全景（東から）

①　１号井戸全景（北東から）

⑤　１号井戸遺物出土状態（北西から）

③　１号井戸遺物出土状態（南東から）

⑦　１号礎石建物全景（東から）

②　１号井戸断面（北から）

⑥　１号井戸再建部断面（西から）

④　１号井戸底面付近断面（北から）

PL.8



⑮　２号掘立柱建物Ｐ16全景（南から）

①　１号ピット列Ｐ１全景（北から） ②　１号ピット列Ｐ２全景（北から） ③　１号ピット列Ｐ４全景（北から）

④　１号ピット列Ｐ７全景（北から） ⑤　３号掘立柱建物Ｐ８全景（南から） ⑥　３号掘立柱建物Ｐ９全景（南から）

⑦　３号掘立柱建物Ｐ10全景（南から） ⑧　３号掘立柱建物Ｐ10断面（東から） ⑨　３号掘立柱建物Ｐ11全景（南から）

⑩　３号掘立柱建物Ｐ11断面（南から） ⑪　３号掘立柱建物Ｐ12全景（南から） ⑫　３号掘立柱建物Ｐ13全景（南から）

⑬　２号掘立柱建物Ｐ14全景（南西から） ⑭　２号掘立柱建物Ｐ15全景（南東から）

PL.9



②　１・２号鍛冶確認状態（東から）

③　１号鍛冶全景（北から）

①　鍛冶遺構群全景（東から）

④　１号鍛冶焼土断面（西から）

PL.10



⑧　３号鍛冶ピット断面（南から）

⑤　２号鍛冶ピット断面（西から）

③　２号鍛冶全景（東から）

⑦　３号鍛冶焼土断面（南から）

②　１号鍛冶ピット下層断面（西から）

⑥　２号鍛冶ピット全景（北から）

④　２号鍛冶焼土断面（東から）

①　１号鍛冶ピット上層断面（西から）

PL.11



⑮　33号土坑断面（北から）

①　１号土坑全景（北から） ②　８号土坑全景（東から） ③　９号土坑全景（西から）

④土坑集中地点A全景（南から） ⑤　12号土坑全景（西から） ⑥　25号土坑断面（西から）

⑦土坑集中地点B全景（南から） ⑧土坑集中地点C全景（西から） ⑨　18号土坑断面（東から）

⑩　19号土坑断面（南から） ⑪　20号土坑断面（北から） ⑫　23号土坑全景（西から）

⑬　24号土坑断面（南から） ⑭　31号土坑全景（南東から）

PL.12



①　５号溝全景（北から）

③　１号列石全景（北西から）

⑤　畑全景（東から）

②　５号溝断面（南から）

④　北西隅土層（南から）

PL.13
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１号井戸
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PL.20

④強磁着中型滓

⑤強磁着中型滓
⑦非磁着中型滓

②強磁着大型滓
①強磁着大型滓 ③中磁着大型滓

⑧非磁着中型滓
⑥弱磁着中型滓

⑨１号ピット粒状滓 ⑩２号ピット粒状滓

⑪３号ピット粒状滓

⑫４号ピット粒状滓 ⑬２号ピット鍛造剥片

⑭３号ピット鍛造剥片

⑮４号ピット鍛造剥片

⑯２号ピット下鍛造剥片

⑰井戸出土粘土溶解物
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